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特記事項
本書および本書で紹介する製品をご使用になる前に、特記事項  (））））） 114)に記載され
ている情報をお読みください。



本書に関する注意事項
本書は、BigFix  バージョン  9.5 と、新しい版で明記されていない限り、それ以降のすべて
のリリースおよびモディフィケーションに適用されます。
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第  1 章.  Patch for Windows

BigFix Patch for Windows™  は、Microsoft™  のセキュリティー・パッチおよび非セキュリ
ティー・パッチについて  Fixlet を提供します。ダッシュボード、ウィザード、およびレポー
トにより、各種のエンドポイント・デバイスの更新を容易に管理することができます。
BigFix は、非常にスケーラブルな、マルチプラットフォームの自動パッチ管理ソリュー
ションを提供しています。さまざまなオペレーティング・システムとアプリケーションを
実行しているワークステーション、サーバー、およびその他のデバイスが、どこに位置
していても重要な更新がデプロイされるよう、世界中のコンピューターで  BigFix Unified 

Management Platform が利用されています。
BigFix は数カ月ではなく数日で導入できるため、お客様は、コンプライアンス要件を満た
し、組織のリスクを軽減し、コストを抑えることにより、ビジネス価値を実現できます。
BigFix は、ソリューションの対象の広さ、スピード、自動化、および費用対効果の点で、
パッチ管理の市場をリードしています。このソリューションでは、多目的の軽量  BigFix 

エージェントをすべてのエンドポイント・デバイスにデプロイします。サポートされるデ
バイスの種類は、ワークステーションやサーバーから、モバイル・デバイスや  POS デバイ
スまで、多岐にわたります。
新機能

Windows 10 機能更新のサポート
BigFix Patch for Windows の適応範囲が拡大
し、Education、Enterprise、Professional  の各エディションとそれらの  N エ
ディションの  Windows 10 機能更新がサポートされるようになりました。こ
のリリースでは、BigFix  にはカスタム・リポジトリー機能が用意されていま
す。

• サポート対象のエディション: 
Education、Enterprise、Professional、Education  N、Enterprise 
N、Professional  N

• アーキテクチャー:  x86, x64

• 言語:  英語および日本語
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「カスタム・リポジトリー設定」機能タスクの更新
「カスタム・リポジトリー設定」機能タスクは、Windows  アプリケーション
の更新サイトではなく、パッチ・サポート・サイトで使用できるようになり
ました。
「カスタム・リポジトリー  (Windows) の作成または更新  (Create or Update 

Custom Repository (Windows))」タスクは廃止され、「カスタム・リポ
ジトリー  (Windows) の設定または更新  (Set or Update Custom Repository 

(Windows))」タスクに置き換えられました。このタスクは、パッチ・サポー
ト・サイトで使用できます。



第  2 章.  概説
Patch for Windows™  により、Microsoft™  が発行するパッチの  Fixlet が作成されま
す。BigFix  エージェントは、レジストリーやシステム言語などの要素を検査して、パッチ
が未インストールでないかどうかや、インストールされたパッチが壊れていないかどうか
を判断します。Fixlet®  の説明にある  Notes®  は、コンソール・オペレーターが潜在的な問
題を回避するのに役立ちます。
BigFix Patch for Windows™  は、Microsoft™  が提供する最新のセキュリティー更新およびセ
キュリティー更新以外の更新を適用することにより、ご使用の  Windows™  クライアントを
最新の状態に保ちます。BigFix  Patch は、BigFix  からエンタープライズ・セキュリティー 
Fixlet®  サイトを通じて入手できます。
Microsoft™  から発行される新規パッチごとに、BigFix  は、企業内でそのパッチを必要とす
るすべてのコンピューターを識別し修正する  Fixlet®  をリリースします。BigFix  コンソー
ル・オペレーターは、キーを数回押すだけで、パッチをすべての関連コンピューターに適
用し、ネットワーク全体における適用の進行状況を確認することができます。
BigFix エージェントは、パッチが必要かどうかを判断するために、レジストリー、ファイ
ル・バージョン、システム言語などの要素を検査します。Windows™  パッチの  Fixlet は、以
下のように  2 つの主要なクラスに分けられます。

パッチはインストールされていません。
これらの  Fixlet は、Windows™  レジストリーと  Windows™  ファイル・システ
ムの組み合わせを検査して、パッチが適用可能かどうかを判別します。

インストール済みパッチが壊れています。
これらの  Fixlet は、レジストリーと、パッチによってインストールされた各
ファイルを検査します。ファイルのいずれかが、パッチによってインストー
ルされたバージョンよりも古い場合は、コンソール・オペレーターに通知さ
れます。Fixlet®  によってこの脆弱性の性質の説明が示され、その後、ユー
ザーはパッチを再適用することができます。

この二重のアプローチにより、ユーザーは、パッチが適用されていないコンピューター
と、古いバージョンのアプリケーションまたは  Service Pack がインストールされているた
めに古い環境になっているコンピューターとを区別できます。
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BigFix は、各  Fixlet®  をテストしてからリリースします。このテスト・プロセスによって
問題が明らかになる場合がよくあり、それらの問題は  Fixlet®  に追加の注を付けることに
よって対処されます。コンソール・オペレーターは、これらの注を使用してその問題を回
避することができるので、パッチ適用プロセスに付加価値が付くことになります。BigFix 
では、ユーザーのフィードバックも注に組み込まれます。
注の例を以下に示します。

• 注:  この  IE パッチが再起動によって完了するためには、管理ログオンが必要です。
• 注:  更新が正常に実行されると、影響を受けるコンピューターから「再起動の保留

中」とレポートされることがありますが、コンピューターが再起動されるまでは、そ
れらの最終的なステータスはレポートされません。

• 注:  この  Fixlet®  を適用するには、Windows™  更新サービスが無効になっていないこ
とを確認してください。

• 注:   Microsoft™  は、この更新が将来のサービス・パックまたは更新プログラムのロー
ルアップに組み込まれる可能性があると発表しました。

システム要件
BigFix では、Microsoft  およびサード・パーティーのオペレーティング・システムおよびア
プリケーションのセキュリティー更新およびセキュリティー更新以外の更新がサポートさ
れています。
サポートされる更新のタイプ
BigFix でサポートされる  Windows 更新のタイプは、以下のとおりです。

セキュリティー更新
セキュリティー関連の脆弱性を指します。

累積更新
それまでにリリースされたすべての更新を含む更新を指しま
す。以前の更新をインストールしている場合は、このパッケー
ジに含まれている新しい修正のみがダウンロードされ、ご使用
のコンピューターにインストールされます。



Patch for Windows  | 2 - 概説  | 5

セキュリティー更新以外の更新
セキュリティー更新タイプに含まれない他のすべての更新を指します。セ
キュリティー更新以外の更新には、いくつかのタイプがあります。詳しく
は、http://support.microsoft.com/  (））））） )  を参照してください。
BigFix でサポートされるセキュリティー更新以外の更新は、以下のとおりで
す。

きわめて重要な更新
きわめて重要であるがセキュリティーに関連しないバグに対処
するために、一般的にリリースされるフィックスを指します。

サービス・パック
セキュリティー更新、きわめて重要な更新、および一般的な更
新の累積セットを指します。サービス・パックには、前回のリ
リース以降、社内で発見された場合のホット・フィックスや追
加のフィックスが含まれていることもあります。お客様から求
められた設計上や機能上の変更もサービス・パックに含まれる
場合があります。

更新
「きわめて重要」ではないバグやセキュリティーに関連しない
バグに対処するために、一般的にリリースされるフィックスを
指します。

注:  BigFix には、通常、Microsoft  Update カタログ
に含まれている更新に対するサポートが用意されていま
す。更新の際にユーザーがリンクから直接ダウンロード
しなければならない場合があります。詳しくは、https://

catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx  (）））

）） )  を参照してください。このリンクを利用するに
は、Internet  Explorer を使用する必要があります。

更新プログラムのロールアップ

http://support.microsoft.com/
http://support.microsoft.com/
http://support.microsoft.com/
http://support.microsoft.com/
http://support.microsoft.com/
https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
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セキュリティーや製品コンポーネントなどの特定のエリアを
ターゲットとする更新を参照します。更新プログラムのロール
アップは、ホット・フィックス、セキュリティー更新、重要な
更新、および簡単なデプロイメント用にパッケージ化された更
新の累積セットです。

注:  BigFix には、通常、Microsoft  Update カタログに含まれている更新に対するサ
ポートが用意されています。更新の際にユーザーがリンクから直接ダウンロードしなけ
ればならない場合があります。詳しくは、https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/

home.aspx  (））））） )  を参照してください。このリンクを利用するには、Internet 
Explorer を使用する必要があります。
Microsoft で使用される標準的な用語について詳しくは、http://support.microsoft.com/en-

us/kb/824684  (））））） )  を参照してください。
BigFix では、ベンダーが使用する用語  (Microsoft のパッチ・カテゴリー用語など)  から離
れないようにしています。場合によっては、Microsoft  と  BigFix で異なるカテゴリー用語
を使用することがあります。詳しくは、「https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?

lang=en-us✔!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Difference%20in%20category%20terms%20used

%20by%20Microsoft%20and%20BigFix  (））））） )」を参照してください。
サポートされるオペレーティング・システムおよびアプリケーション
BigFix では、オペレーティング・システムおよびアプリケーションのセキュリティー更新
およびセキュリティー更新以外の更新を  Patch Management for Windows サイトで提供
しています。セキュリティー更新以外の更新には、きわめて重要な更新、サービス・パッ
ク、および一般的な更新が含まれます。
BigFix では、リストされている  Microsoft 製品の最終リリース・バージョンがサポート
されます。最終商用リリース・バージョン以外の  Microsoft バージョン  (アルファ、ベー
タ、Preview  、Community  Technology Preview (CTP)、Technical  Preview、Insider 
Program など)  は、BigFix  ではサポートされません。
以下の表に、サポートされるオペレーティング・システム、アプリケーション、およびそ
れらに対応する更新のタイプをリストします。

https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
https://catalog.update.microsoft.com/v7/site/home.aspx
http://support.microsoft.com/en-us/kb/824684
http://support.microsoft.com/en-us/kb/824684
http://support.microsoft.com/en-us/kb/824684
http://support.microsoft.com/en-us/kb/824684
http://support.microsoft.com/en-us/kb/824684
http://support.microsoft.com/en-us/kb/824684
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Difference%20in%20category%20terms%20used%20by%20Microsoft%20and%20BigFix
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Difference%20in%20category%20terms%20used%20by%20Microsoft%20and%20BigFix
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Difference%20in%20category%20terms%20used%20by%20Microsoft%20and%20BigFix
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Difference%20in%20category%20terms%20used%20by%20Microsoft%20and%20BigFix
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Difference%20in%20category%20terms%20used%20by%20Microsoft%20and%20BigFix
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Difference%20in%20category%20terms%20used%20by%20Microsoft%20and%20BigFix
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Difference%20in%20category%20terms%20used%20by%20Microsoft%20and%20BigFix
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
セキュリティー更新以外の更新セキュリ

ティー更新 きわめて重
要な更新

サービス・
パック

更新 更新プログ
ラムのロー

ルアップ
Antigen

Antigen for 

Exchange/

SMTP

check - - - -

Bing

Bing バー check - - - -

Search 

Enhancement 

Pack

check - - - -

Windows 

Live

check - - - -

BizTalk 

Server

BizTalk 

Server 

2002

check - - - -

BizTalk 

Server 

2006R2

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
BizTalk 

Server 

2009

check - - - -

BizTalk 

Server 

2013

check - - - -

Host 

Integration 

Server 

2000

check - - - -

Host 

Integration 

Server 

2004

check - - - -

Host 

Integration 

Server 

2006

check - - - -

Host 

Integration 

Server 

2009

check - - - -

Host 

Integration 

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Server 

2010

））））））））

））））））））

）））））

Report 

Viewer 

2005

check - - - -

Report 

Viewer 

2008

check - - - -

Report 

Viewer 

2010

check - - - -

Visual 

Studio 

2005

check - - - -

Visual 

Studio 

2008

check - - - -

Visual 

Studio 

2010 Tools 

for Office 

Runtime

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Visual 

Studio 

2010

check - - - -

Visual 

Studio 

2012

check - - - -

Visual 

Studio 

2013

check - - - -

Visual 

Studio 

2015

check - - - -

Exchange

Exchange 

2000 

Server

check check check check check

Exchange 

Server 

2003

check check check check check

Exchange 

Server 

2007 以降
のスパム対
策

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Exchange 

Server 

2007

check check check check check

Exchange 

Server 

2010

check check check check check

Exchange 

Server 

2013

check check check check check

Exchange 

Server 

2016

check check check check check

Exchange 

Server 

2019

check check check check check

）

Expression 

Design 1

check - - - -

Expression 

Design 2

check - - - -

Expression 

Design 3

check - - - -

Expression 

Design 4

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Expression 

Media 2

check - - - -

Expression 

Media V1

check - - - -

Expression 

Web 3

check - - - -

Expression 

Web 4

check - - - -

Forefront

Forefront 

Client 

Security

check - - - -

Forefront 

code 

named 

Stirling 

ベータ版

check - - - -

Forefront 

Endpoint 

Protection 

2010

check - - - -

Forefront 

Identity 

Manager 

2010 R2

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Forefront 

Identity 

Manager 

2010

check - - - -

Forefront 

Protection 

Category

check - - - -

Forefront 

Server 

Security 

Category

check - - - -

Forefront 

Threat 

Management 

Gateway、 
HTTP マル
ウェア検査
のための定
義の更新

check - - - -

Forefront 

TMG MBE

check - - - -

Forefront 

TMG

check - - - -

Threat 

Management 

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Gateway、
ネットワー
ク検査シス
テムのため
の定義の更
新
TMG 

Firewall 

Client

check - - - -

HPC Pack

Compute 

Cluster 

Pack

check - - - -

HPC Pack 

2008

check - - - -

Internet 

Security 

and 

Acceleration 

Server

Firewall 

Client for 

ISA Server

check - - - -

Internet 

Security 

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
and 

Acceleration 

Server 

2004

Internet 

Security 

and 

Acceleration 

Server 

2006

check - - - -

Microsoft 

Application 

Virtualization

Microsoft 

Application 

Virtualization 

4.5

check - - - -

Microsoft 

Application 

Virtualization 

4.6

check - - - -

Microsoft 

Application 

Virtualization 

5.0

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Microsoft 

BitLocker 

Administration 

and 

Monitoring

Microsoft 

BitLocker 

Administration 

and 

Monitoring 

v1

check - - - -

Microsoft 

Dynamics 

CRM

Microsoft 

Dynamics 

CRM 2011 

SHS

check - - - -

Microsoft 

Dynamics 

CRM 2011

check - - - -

Microsoft 

Dynamics 

CRM 2013

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Microsoft 

HealthVault

-

HealthVault 

Connection 

Center の
アップグ
レード

check - - - -

HealthVault 

Connection 

Center

check - - - -

Microsoft 

Lync 

Server ））） 

Microsoft 

Lync

Microsoft 

Lync 2010

check check check check check

Microsoft 

Lync 

Server 

2010

check check check check check

Microsoft 

Lync 

Server 

2013

check check check check check
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Microsoft 

Online 

Services

Microsoft 

Online 

Services サ
インイン 
アシスタン
ト

check - - - -

Microsoft 

Research 

AutoCollage

Microsoft 

Research 

AutoCollage 

2008

check - - - -

Microsoft 

Security 

Essentials

MS 

Security 

Essentials

check - - - -

Security 

Essentials

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
SQL Server 

PowerPivot 

for Excel

Microsoft 

SQL Server 

2008 R2 - 

PowerPivot 

for 

Microsoft 

Excel 2010

check - - - -

SQL Server 

PowerPivot 

for Excel

Microsoft 

SQL Server 

2008 R2 - 

PowerPivot 

for 

Microsoft 

Excel 2010

check - - - -

Microsoft 

StreamInsight

Microsoft 

StreamInsight 

V1.0

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
System 

Center 

Data 

Protection 

Manager

Data 

Protection 

Manager 

2006

check - - - -

Microsoft 

System 

Center 

DPM 2010

check - - - -

）））））） ）

）））

ネットワー
ク  モニ
ター  3

check - - - -

Office 

Communications 

Server ）

）） Office 

Communicator
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Office 

Communicator 

2007 R2

check check check check check

Office 

Communications 

Server 

2007

check check check check check

Office 

Communications 

Server 

2007 R2

check check check check check

Office Live

Office Live 

アドイン
check - - - -

）））

Microsoft 

IME の辞書
の更新

check check check check check

Microsoft 

IME の新規
辞書

check check check check check

Office 

2002/XP

check check check check check
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Office 

2002/XP

check check check check check

Office 

2010

check check check check check

Office 

2013

check check check check check

SDK ））））

）））

CAPICOM check - - - -

Silverlight

Silverlight - - - - -

Microsoft 

Sharepoint

SharePoint 

Server 

2019

check check check check check

SharePoint 

Foundation 

2016

check check check check check

SharePoint 

Foundation 

2013

check check check check check
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
SharePoint 

Foundation 

2010

check check check check check

SharePoint 

Foundation 

2010 SP2

check check check check check

SharePoint 

Foundation 

2013 SP1

check check check check check

SharePoint 

Server 

2016

check check check check check

SharePoint 

Server 

2013 SP1

check check check check check

SharePoint 

Server 

2010 SP2

check check check check check

SharePoint 

Designer 

2013

check check check check check

Skype

Skype for 

Windows

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
SQL Server -

Microsoft 

SQL Server 

2019

check check check check check

Microsoft 

SQL Server 

2017

check check check check check

Microsoft 

SQL Server 

2016

check check check check check

Microsoft 

SQL Server 

2014

check check check check check

Microsoft 

SQL Server 

2012

check check check check check

Microsoft 

SQL Server 

2012 SP4

check check check check -

SQL Server 

2000

check check check check check

SQL Server 

2005:

check check check check check
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
SQL Server 

2008 R2

check check check check check

SQL Server 

2008

check check check check check

SQL Server 

2012 

Product 

Updates 

for Setup

check check check check check

System 

Center 

Online

System 

Center 

Online ク
ライアン
トのカテゴ
リー

check - - - -

System 

Center 

Virtual 

Machine 

Manager

Microsoft 

System 

check - - - -



Patch for Windows  | 2 - 概説  | 26

表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Center 

Virtual 

Machine 

Manager 

2007

Microsoft 

System 

Center 

Virtual 

Machine 

Manager 

2008

check - - - -

System 

Center

System 

Center 

2012 - App 

Controller

check - - - -

System 

Center 

2012 

- Data 

Protection 

Manager

check - - - -

System 

Center 

check - - - -



Patch for Windows  | 2 - 概説  | 27

表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
2012 - 

Operations 

Manager

System 

Center 

2012 - 

Orchestrator

check - - - -

System 

Center 

2012 - 

Virtual 

Machine 

Manager

check - - - -

System 

Center 

2012 R2 

- Data 

Protection 

Manager

check - - - -

System 

Center 

2012 R2 - 

Operations 

Manager

check - - - -

System 

Center 

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
2012 R2 - 

Orchestrator

System 

Center 

2012 R2 

- Virtual 

Machine 

Manager

check - - - -

System 

Center 

2012 SP1 

- App 

Controller 

Setup Self-

update

check - - - -

System 

Center 

2012 SP1 

- App 

Controller

check - - - -

System 

Center 

2012 SP1 

- Data 

Protection 

Manager

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
System 

Center 

2012 SP1 - 

Operation 

Manager

check - - - -

System 

Center 

2012 SP1 

- Virtual 

Machine 

Manager

check - - - -

System 

Center 

Advisor

check - - - -

Systems 

Management 

Server

System 

Center 

Configuration 

Manager 

2007

check - - - -

Systems 

Management 

Server 

2003

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
））））））

Virtual PC check - - - -

仮想サー
バー

check - - - -

Windows 

Azure Pack 

- Web Sites

Windows 

Azure 

Pack: Web 

Sites

check - - - -

Windows 

Azure 

Pack:

Windows 

Azure 

Pack: 

Admin API

check - - - -

Windows 

Azure 

Pack: 

Admin 

Authentication 

Site

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Windows 

Azure 

Pack: 

Admin Site

check - - - -

Windows 

Azure 

Pack: 

Configuration 

Site

check - - - -

Windows 

Azure 

Pack: 

Microsoft 

Best 

Practice 

Analyzer

check - - - -

Windows 

Azure 

Pack: 

Monitoring 

Extension

check - - - -

Windows 

Azure 

Pack: 

MySQL 

Extension

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Windows 

Azure 

Pack: 

PowerShell 

API

check - - - -

Windows 

Azure 

Pack: SQL 

Server 

Extension

check - - - -

Windows 

Azure 

Pack: 

Tenant API

check - - - -

Windows 

Azure 

Pack: 

Tenant 

Authentication 

Site

check - - - -

Windows 

Azure 

Pack: 

Tenant 

Public API

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Windows 

Azure 

Pack: 

Tenant Site

check - - - -

Windows 

Azure 

Pack: 

Usage 

Extension

check - - - -

Windows 

Azure 

Pack: 

Web App 

Gallery 

Extension

check - - - -

Windows 

Embedded

Windows 

Embedded 

Developer 

Update

check - - - -

Windows 

Essential 

Business 

Server
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Windows 

Essential 

Business 

Server 

2008 

Setup 

Updates

check - - - -

Windows 

Essential 

Business 

Server 

2008

check - - - -

Windows 

Essential 

Business 

Server プ
リインス
トール・
ツール

check - - - -

Windows 

Live

OneCare 

Family 

Safety の
インストー
ル

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
フォト 
ギャラリー
のインス
トールおよ
びアップグ
レード

check - - - -

Windows 

Live ツール
バー

check - - - -

Windows 

Live

check - - - -

Writer のイ
ンストール
およびアッ
プグレード

check - - - -

Windows 

Small 

Business 

Server

Windows 

Server ソ
リューショ
ン  ベスト 
プラクティ
ス  アナラ
イザー  1.0

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Windows 

Small 

Business 

Server 

2003

check - - - -

Windows 

Small 

Business 

Server 

2008 移行
準備ツール

check - - - -

Windows 

Small 

Business 

Server 

2008

check - - - -

Windows 

Small 

Business 

Server 

2011 

Standard

check - - - -

Windows

EU 

Browser 

Choice 更
check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
新  (ヨー
ロッパ
専用) 
Windows 

8.1 

Upgrade 用
グラフィッ
ク・ドライ
バー
OOBE ZDP check - - - -

Windows 

2000

check check check check check

Windows 7 

言語パック
check - - - -

Windows 7 check check check check check

Windows 

8 言語イン
ターフェー
ス・パック

check - - - -

Windows 8 

言語パック
check - - - -

Windows 

8.1 ドライ
バー

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Windows 

8.1 動的更
新

check - - - -

Windows 

8.1 言語
インター
フェース・
パック

check - - - -

Windows 

8.1 言語
パック

check - - - -

Windows 

8.1

check check check check check

Windows 8 check check check check check

Windows 

Consumer 

Preview 動
的更新

check - - - -

Windows 

Defender

check - - - -

Windows 

辞書の更新
check

Windows 

Embedded 

Standard 7

check check check check check
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Windows 

POS Ready 

7

check check check check check

Windows 

GDR - 動的
更新

check - - - -

Windows 

Internet 

Explorer 7 

Dynamic 

Installer

check - - - -

Windows 

Internet 

Explorer 8 

Dynamic 

Installer

check - - - -

Windows 

Media 

Dynamic 

Installer

check - - - -

Windows 

Server 

2003、Datacenter 
Edition

check check check check check
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Windows 

Server 

2003

check check check check check

Windows 

Server 

2008 R2

check check check check check

Windows 

Server 

2008 

Server 

Manager 

Dynamic 

Installer

check - - - -

Windows 

Server 

2008

check check check check check

Windows 

Server 

2012 言語
パック

check - - - -

Windows 

Server 

2012 R2 言
語パック

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Windows 

Server 

2012 R2

check check check check check

Windows 

Server 

2012

check check check check check

Windows 

Server 

2016 (サ
ポートに機
能更新が含
まれる)

check check check check check

Windows 

10 1507 

LTSB

check check check check check

Windows 

10 1607 

LTSB

check check check check check

Windows 

10 1803 

(Enterprise 

および 
Education 

Edition)

check check check check check
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Windows 

10 1809

check check check check check

Windows 

10 1903

check check check check check

Windows 

10 1909

check check check check check

Windows 

10 Server 

1903

check check check check check

Windows 

10 Server 

1909

check check check check check

Windows 

Server 

Manager - 

Windows 

Server 

Update 

Services 

(WSUS) 

Dynamic 

Installer

check - - - -

Windows 

Ultimate 

Extras

check - - - -
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表  1. サポートされるオペレーティング・システムとアプリケーション、および該当す
る更新のタイプ  (続く)

サポート
される  OS

サポートされる更新のタイプ
Windows 

Vista 

Dynamic 

Installer

check - - - -

Windows 

Vista 

Ultimate 言
語パック

check - - - -

Windows 

Vista

check check check check check

Windows 

XP 64-Bit 

Edition 

Version 

2003

check check check check check

Windows 

XP x64 

Edition

check check check check check

Windows 

XP

check check check check check

注:  セキュリティー更新をサポートするオペレーティング・システムとアプリケーショ
ンの完全なリストについては、以下の  Wiki トピックを参照してください。サポートされる 
OS  (））））） )

https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Supported%20OS
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Supported%20OS
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Supported%20OS
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Supported%20OS
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Supported%20OS
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Supported%20OS
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注:  Microsoft は、生産終了  (EOL) に達した  Microsoft 製品のサポートおよび更新のリ
リースを行わなくなりました。BigFix  はサポート終了日を迎えた製品の新規コンテンツ
を提供しなくなりましたが、ユーザーは既存のコンテンツに対する問題の提起やトラブル
シューティングのサポートのために、標準のサポート・チャネルを使用できます。生産終
了製品のリストについては、『）））））））））））））』セクションを参照してください。
Windows 10 のサポート情報
BigFix Patches for Windows では、以下のエディションで  Windows 10 Business Edition ISO 

がサポートされています。
• Windows 10 Pro

• Windows 10 Pro N

• Windows 10 Pro for Workstations

• Windows 10 Pro N for Workstations

• Windows 10 Pro Education

• Windows 10 Pro Education N

• Windows 10 Education

• Windows 10 Education N

• Windows 10 Enterprise

• Windows 10 Enterprise N

• x86 と  x64 のアーキテクチャーがサポートされます。
注:  BigFix Patches for Windows は、Consumer  Edition ISO をサポートしていません。

サポートされる  Click-to-Run 製品
BigFix は、Click-to-Run テクノロジーを使用する  Microsoft 製品をサポートします。

表  2. サポートされる  Office 365 - Office 2013 の  PC アプリケーションおよびチャネル
Office 365 サブスクリプション・プラン Office 2013 - PC バージョン

Office 365 ProPlus • アクセス
• Excel

• InfoPath
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表  2. サポートされる  Office 365 - Office 2013 の  PC アプリケーションおよびチャネル 
(続く)

Office 365 サブスクリプション・プラン Office 2013 - PC バージョン
• OneNote

• Outlook

• PowerPoint

• 発行者
• Skype for Business

• Word

Office 365 Enterprise E3 • アクセス
• Excel

• InfoPath

• OneNote

• Outlook

• PowerPoint

• 発行者
• Skype for Business

• Word

Office 365 Enterprise E5 • アクセス
• Excel

• InfoPath

• OneNote

• Outlook

• PowerPoint

• 発行者
• Skype for Business

• Word
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表  3. サポートされる  Office 365 - Office 2016 の  PC アプリケーションおよびチャネル
Office 365 サブ
スクリプショ

ン・プラン
サポートされる  PC 

アプリケーション
サポートされ

るクライアント
の更新チャネル

サポートされる
更新のタイプ

Office 365 ProPlus • アクセス
• Excel

• InfoPath

• OneNote

• Outlook

• PowerPoint

• 発行者
• Skype for 

Business

• Word

Office 365 

Enterprise E3

• アクセス
• Excel

• OneNote

• Outlook

• PowerPoint

• 発行者
• Skype for 

Business

• Word

Office 365 

Enterprise E5

• アクセス
• Excel

• OneNote

• Outlook

• PowerPoint

• 発行者

• 現行チャネル
• 据え置きチャ

ネル
• 据え置きチャ

ネル用の最初
のリリース

• セキュリ
ティー更新

• セキュリ
ティー更新以
外の更新

• 機能更新
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表  3. サポートされる  Office 365 - Office 2016 の  PC アプリケーションおよびチャネル 
(続く)

Office 365 サブ
スクリプショ

ン・プラン
サポートされる  PC 

アプリケーション
サポートされ

るクライアント
の更新チャネル

サポートされる
更新のタイプ

• Skype for 

Business

• Word

表  4. サポートされる  Office 365 - Office 2016 の  PC アプリケーションおよびチャネル
Office 2016 ア

プリケーション
サポートされるクライ
アントの更新チャネル

サポートされる
更新のタイプ

• アクセス
• Excel

• OneNote

• Outlook

• PowerPoint

• プロジェクト
• Visio

• Word

• 現行チャネル
• 据え置きチャネル
• 据え置きチャネル用

の最初のリリース

• セキュリティー更新
• セキュリティー更新

以外の更新
• 機能更新

サポートされる  Windows Management Framework (WMF) バージョンおよ
び  .NET Framework バージョン

サポートされる  Windows Management Framework バージョン
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表  5. サポートされる  Windows Management Framework バージョン
Windows Management 

Framework バージョン サポート対象製品
Windows Management Framework 

5.1

• Windows 8.1 (x86)

• Windows 8.1 (x64)

• Windows 7 SP1 (x86)

• Windows 7 SP1 (x64)

• Windows Server 2012

• Windows Server 2012 R2

• Windows Server 2008 R2 

SP1

サポートされる  .NET Framework バージョン
表  6. サポートされる  .NET Framework バージョン

.NET Framework バージョン サポート対象製品
4.8 Windows 10、Windows  Server 

2016、Windows  8.1、Windows 
7 Embedded、Windows  Server 

2012、Windows  Server 2012 R2

4.7 Windows 10、Windows 
8.1、Windows  7 Service 

Pack 1、Windows  Server 

2016、Windows  Server 

2012、Windows  Server 2012 

R2、Windows  Server 2008 R2 SP1

4.6.2 Windows Server 2012、Windows 
8.1、Windows  Server 2012 
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表  6. サポートされる  .NET Framework バージョン  (続く)
.NET Framework バージョン サポート対象製品

R2、Windows  7、Windows  Server 

2008 R2

4.6.1 Windows 8.1、Windows  Server 

2012、Windows  Server 2012 R2

4.6 Windows 8.1、Windows 
7、Windows  Server 

2012、Windows  Server 2012 

R2、Windows  Server 2008 

R2、Windows  Server 2008

4.5.2 Windows 8.1、Windows 
7、Windows  Server 

2012、Windows  Server 2012 

R2、Windows  Server 2008 

R2、Windows  Server 2008

4.0 WES09 および  POSReady 2009

3.5.1 Windows 7、Windows  Server 

2008 R2

3.5 Windows 8.1、Windows 
10、Windows  Server 

2012、Windows  Server 2012 

R2、Windows  Server 2016

2.0 Windows Server 2008

2.0 SP2 WES09 および  POSReady 2009
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サポートされているサード・パーティー・アプリケーション
サード・パーティー・アプリケーションは、Windows  アプリケーションの更新サイトで見
つかります。一部のアプリケーションでは監査  Fixlet がサポートされています。監査  Fixlet 

は、アプリケーションが古いことを示すのみです。ユーザーは手動で更新を適用する必要
があります。
アプリケーションにパッチを適用するために必要な  Fixlet を作成するには、Fixlet  メー
カー・ダッシュボードを使用します。詳しくは、  以下のトピックを参照してください。

• Fixlet メーカー・ダッシュボードの概要  (））））） 97)

• テンプレートからのカスタム  Fixlet の作成  (））））） 99)

表  7. Windows アプリケーションの更新サイトでサポートされるアプリケーション
アプリケーション バージョン\n

更新の
タイプ

標準
のア
プリ
ケー
ショ
ン更
新

監査 
Fixlet 

のサ
ポー
ト

Adobe AIR 18.0、29.0、30.0、31.0、32.0 ✓ -

Adobe Flash 

Player (Internet 

Explorer、PPAPI、
プラグイン・ベー
ス)

29.0、32.0 ✓ -

Adobe Acrobat 9.1、9.2、9.3、9.4、9.5、11.x ✓ -

Adobe Acrobat X 10.1.16 ✓ -



Patch for Windows  | 2 - 概説  | 51

表  7. Windows アプリケーションの更新サイトでサポートされるアプリケーション  (続
く)

アプリケーション バージョン\n
更新の
タイプ

4.5.8、4.5.9、4.5.10、4.5.11 ✓ -Adobe Digital 

Editions

Adobe Reader 9.5、11.x、 ✓ -

Adobe Reader X 10.1.16 ✓ -

Adobe Shockwave 

Player

12.3.5.205 ✓ -

Apple iTunes 12.7、12.8、12.9、12.10 ✓ -

Apple QuickTime 7.1.6、7.2、7.7.9 ✓ -

Skype 8.x ✓ -

Oracle Java™ ラン
タイム環境

6.45、7.79、7.80、8.x ✓ -

Google Chrome 79.x、80.x、81.x、83.x、84.x、85.x ✔ -

Mozilla Firefox 68.x、69.x、70.x、71.x、72.x、73.x、74.x、75.x、76.x、77.x、78.x、79.x、80.x ✓ -

Mozilla Firefox ESR 60.x、68.x、78.x ✓ -

Mozilla 

Thunderbird

60.x、68.x、78.x ✓ -

ImgBurn 2.5.8.0 - ✓
Notepad++ 7.6、7.7、7.8 ✓ -

RealPlayer 11、16.0.3.51 - ✓
Winamp 5.6.6.3512 - ✓
WinZip 11.2、12.1、14.0、14.5、15.0、15.5、16.5、16.5  (x64)、18.0、18.0  (x64)、18.5、18.5  (x64)、20.0  (x64)、20.5、20.5  (x64)、21.0、21.0 

(x64)、22.0、22.0  (x64)

- ✓
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表  7. Windows アプリケーションの更新サイトでサポートされるアプリケーション  (続
く)

アプリケーション バージョン\n
更新の
タイプ

ズーム 5.0.25694.0524、5.0.26213.0602、5.1.27830.0612、5.1.28546.0628、5.1.28642.0705、5.1.28656.0709、5.2.42619.0804、5.2.44052.0816 ✓ -

Webex 40.8.2.17、40.8.3.11、40.8.4.7、40.8.6.2、40.8.7.13、
40.9.2.7

✓ -

GoToMeeting 10.11.1.18068、10.12.0.18425 ✓ -

Microsoft Edge 84.0.522.40、84.0.522.44、84.0.522.48、84.0.522.49、84.0.522.50、84.0.522.52、84.0.522.58、84.0.522.59、84.0.522.61、84.0.522.63 ✓ -

表  8. Adobe Document Cloud

Adobe 製品 トラッキング バージョン\n

クラシック 2015、2017、2020Adobe Acrobat DC

継続 2020

Classic、Continuous 2015、2017、2020Adobe Acrobat Reader DC

継続 2020

表  9. WebSphere Application Server

WAS 製品 シリーズ バージョン\n

8.0.0 8.0.0.11、8.0.0.12、8.0.0.13、
8.0.0.14、8.0.0.15

暫定修正

8.5.5 8.5.5.7、8.5.5.8、8.5.5.9、8.5.5.10、
8.5.5.11、8.5.5.12、8.5.5.13、
8.5.5.14、8.5.5.15、8.5.5.16、8.5.5.17

FixPack V8.0 V8.0 (Base & ND) フィックスパック  15
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表  9. WebSphere Application Server  (続く)
V8.5 V8.5.5 (Base & ND) フィックスパック  16、

V8.5.5 (Base & ND) フィックスパック  17

注:
• HCL BigFix は、これらのリストされたアプリケーションのベータ版はサポートしま

せん。
• BigFix は、新しいメジャー・バージョンの  Oracle Java™ ランタイム環境へのアップ

グレードに対応するための、「アップグレード」に分類される  Fixlet を提供します。
• BigFix は、Oracle  Java™ ランタイム環境の  32 ビット・バージョンと  64 ビット・

バージョンを同一マシン上で使用することをサポートしていません。
• ここに記載されているバージョンは、サポートされる初期バージョンから最新バー

ジョンまでの順になっています。
• 現在のバージョンのみがデプロイ可能であり、以前のすべてのバージョンは置き換え

られます。
• Adobe Shockwave Player、Apple  QuickTime 

Player、Winamp、ImgBurn、WinZip、Real  Player の場合、上記以外のバージョン
では今後更新はサポートされません。

• リリースされた更新がサポートされているかどうかを確認するには、更新名に  *-

WS-WAS-* という語があるかを探してください。*-WS-WASJAVASDK-* または  *-WS-

WAS*-* という語が含まれている場合、その更新はサポートされていません。
例:

◦ 9.x - サポートされていません
◦ 8.5.5.9-WS-WAS-IFPI73197 - サポートされています
◦ 8.0.0.0-WS-WASJavaSDK8-OS390-IFPI93093 - サポートされていません
◦ 8.5.5.11-WS-WASBundledSDK8-OS390-IFPI93094 - サポートされていません
◦ 8.0.0.0-WS-WASJavaSDK8-WinX64-IFPI93093 - サポートされていません
◦ 8.0.0.0-WS-WASJavaSDK8-WinX32-IFPI93093 - サポートされていません
◦ 8.5.5.11-WS-WASBundledSDK8-WinX32-IFPI93094 - サポートされていません
◦ 8.0.0.0-WS-WASJavaSDK8-WinX32-IFPI93093 - サポートされていません
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サポートされている言語については、以下を参照してください。  https://

help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/Patch/Patch_Windows/c_other_languages.html  (）））

）） )

サポート終了日を迎えた製品
Microsoft 製品には、製品がサポートされなくなると終了するライフサイクルがありま
す。Microsoft  は、製品が生産終了  (EOL) に達するかサポート終了日を迎えると、その製
品のサポートや更新のリリースを行わなくなります。これには、自動フィックス、自動更
新、およびオンライン・テクニカル・アシスタンスが含まれます。
一方、BigFix  は、サポート終了日に達した製品に対しては、セキュリティー・コンテンツ
および非セキュリティー・コンテンツの提供やサポートの提供を現在行っていません。た
だし、既存の  Windows コンテンツのユーザーは、問題の提起やトラブルシューティングの
サポートのために、標準の  HCL サポート・チャネルを使用できます。
Microsoft は、生産終了に達した一部の製品の延長サポートを提供します。Microsoft  と延
長サポートを契約した場合は、HCL  アカウント担当者にご連絡ください。製品オファー
について詳しくは、https://support.hcltechsw.com/csm  (））））） )  を参照してくださ
い。

表  10. サポート終了日を迎え
た  .NET Framework 製品
.NET Framework

.NET Framework 1.1 Gold 以前

.NET Framework 2.0 SP1 以前

.NET Framework 3.5 Gold 以前

表  11. サポート終了日を迎えた  Microsoft Exchange 

Server 製品
Microsoft Exchange Server

https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/Patch/Patch_Windows/c_other_languages.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/Patch/Patch_Windows/c_other_languages.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/Patch/Patch_Windows/c_other_languages.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/Patch/Patch_Windows/c_other_languages.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/Patch/Patch_Windows/c_other_languages.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/Patch/Patch_Windows/c_other_languages.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/Patch/Patch_Windows/c_other_languages.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/Patch/Patch_Windows/c_other_languages.html
https://support.hcltechsw.com/csm
https://support.hcltechsw.com/csm
https://support.hcltechsw.com/csm
https://support.hcltechsw.com/csm
https://support.hcltechsw.com/csm
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表  11. サポート終了日を迎えた  Microsoft Exchange 

Server 製品  (続く)
Microsoft Exchange Server 5.0

Microsoft Exchange Server 5.5

Microsoft Exchange Server 2003 Enterprise Edition

Microsoft Exchange Server 4.0 サービス・パック  1

表  12. 生産終了に達し
た  Office 製品

勤務先
Office 2000 以前
Office 2003 SP2 以前
Office 2007

Office 2007 SP1 以前
Office 97

Office XP SP2 以前
表  13. 生産終了に達した 
Office Communicator 製品

Office Communicator

Office Communicator 2007
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表  14. 生産終了に達した  SQL Server 製品
SQL Server

SQL Server 2000 SP3a 以前
SQL Server 2000 SP3a 以前  (Analysis Services)

SQL Server 2000 SP3a 以前  (BES MSDE)

SQL Server 2000 SP3a 以前  (クライアント・ツールのみ)
SQL Server 2005 SP3 以前
SQL Server 2008 SP1 以前
SQL Server 7.0 SP3 以前

表  15. 生産終了に達した  Windows 製品
Windows

Windows 2000 とそのすべてのエディション
Windows 2000 SP4 以前
Windows 7 Gold

Windows 98

Windows NT 4.0

Windows Server 2003 SP1 以前
Windows Server 2008 Gold

Windows Server 2008 R2 Gold

Windows Vista

Windows Vista SP1 以前
Windows XP
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表  15. 生産終了に達した  Windows 製品
(続く)

Windows

Windows XP Gold (x64)

サポートされる他の言語
BigFix には、サポートされる各種  Windows 言語版の  Fixlet サイトがあります。評価版を
使用している場合は、特定言語のサイトのマストヘッドをダウンロードすることができま
す。
英語版に加えて、Patch  Management for Windows では、他の各国版の  Windows がサポー
トされています。各言語には、専用の  Fixlet サイトがあります。このような言語としては、
以下のものがあります。

表  16. Patch Management for Windows および  Patch Management for Windows 

Application サイトでサポートされる他の言語
語語語語語語語語語語語

Patches for Windows サイトでサポー
トされる他の言語

Windows Application Updates サイトでサ
ポートされる他の言語

ブラジル・ポルトガル語 ブラジル・ポルトガル語
チェコ語 イギリス英語  (Mozilla Firefox 用のみ)
中国語  (簡体字) 中国語  (簡体字)
中国語  (繁体字) 中国語  (繁体字)
デンマーク語 チェコ語
オランダ語 フランス語
フィンランド語 ドイツ語
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表  16. Patch Management for Windows および  Patch Management for Windows 

Application サイトでサポートされる他の言語
語語語語語語語語語語語

(続く)
フランス語 ハンガリー語
ドイツ語 イタリア語
ギリシャ語 日本語
ヘブライ語 韓国語
ハンガリー語 ポーランド語
イタリア語 ロシア語
日本語 スペイン語
韓国語 -

ノルウェー語 -

ポーランド語 -

ロシア語 -

スペイン語 -

スウェーデン語 -

トルコ語 -

これらの言語の  BigFix 正規版を購入した場合は、それに対応するバージョンのパッチ管理
を自動的に受け取ります。あるいは、プログラムの評価版を使用している場合は、HCL  サ
ポート  Web サイト  (http://support.Tivoli Endpoint Manager.com  (））））） )) から、こ
れらのサイトの適切なマストヘッドをダウンロードできます。

注:  ユーザーには、使用しているオペレーティング・システムと同じ言語版があるアプ
リケーションをインストールすることを強くお勧めします。

https://support.hcltechsw.com/csm?id=bigfix_support
https://support.hcltechsw.com/csm?id=bigfix_support
https://support.hcltechsw.com/csm?id=bigfix_support
https://support.hcltechsw.com/csm?id=bigfix_support
https://support.hcltechsw.com/csm?id=bigfix_support
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サイトのサブスクリプション
サイトとは、ユーザー、HCL、またはベンダーにより内部的に作成される  Fixlet メッセー
ジの集合です。
実装環境内のシステムにパッチを適用するために、サイトにサブスクライブして  Fixlet 

メッセージにアクセスします。
サイトのサブスクリプションを追加するには、ベンダーまたは  HCL  からマストヘッド・
ファイルを入手するか、またはライセンス・ダッシュボードを使用します。Fixlet  サイトへ
のサブスクライブ方法について詳しくは、「BigFix  ））））））））））」を参照してください。
サイトについて詳しくは、「BigFix））））））））））））））））」を参照してください。

Fixlet フィールド
Fixlet には、具体的な詳細を提供するメタデータのフィールドが含まれています。いくつか
の  Fixlet フィールドは、すべてのドメイン  (BigFix サイトのカテゴリー)  にわたって共通し
ています。その他のフィールドは  1 つのドメインや、Patch  Management などの  1 つの製
品に対してのみ共通しています。
次の表に、Fixlet  フィールドとその説明をリストします。

表  17. Fixlet フィールドと説明
Fixlet 

フィールド 説明\n BigFix ドメイン
ID 作成者が  Fixlet に割り当てた数値  ID。 すべて
名前: 作成者が  Fixlet に割り当てた名前。 すべて
適用可能なコ
ンピューター
の数

現在  Fixlet の影響を受けている、ネットワーク
内の  BigFix クライアントの数。

すべて

カテゴリー Fixlet のタイプ  (セキュリティー・パッチまた
は更新など)。

すべて
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表  17. Fixlet フィールドと説明
(続く)

Fixlet 

フィールド 説明\n BigFix ドメイン
ダウンロー
ド・サイズ

このアクションでダウンロードされる修正
ファイルまたはパッチのサイズ。

すべて

ソース Fixlet の情報を提供するソース・ベンダーの名
前。

すべて

ソース  ID Fixlet のソースに関連付けるためにその  Fixlet 

に割り当てられた数値  ID。
すべて

ソース・リ
リース日

アップストリーム・ベンダーがパッチをリ
リースする日付。

すべて

ソースの重大
度

Fixlet の作成者が割り当てた、Fixlet  の重大度
の基準。代表的な値は、「きわめて重要」、
「重要」、「中」、「低」です。

すべて

サイト 関連する  Fixlet を生成しているサイトの名前。 すべて
ロックを解除
されたコン
ピューターの
数

Fixlet の影響を受けるロックを解除されたコン
ピューターの数。

すべて

オープンなア
クション数

指定された  Fixlet に対して開かれている個別ア
クションの数。

すべて

X-Fixlet-

product-family

パッチが所属する製品ファミリー。 Windows パッ
チ  (BigFix Patch 

Management に関連
する)

X-Fixlet-

product

特定の製品ファミリー下の、パッチが所属す
る製品。

Windows パッ
チ  (BigFix Patch 
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表  17. Fixlet フィールドと説明
(続く)

Fixlet 

フィールド 説明\n BigFix ドメイン
Management に関連
する)

X-Fixlet-

component

特定の製品ファミリー下の、パッチの対象と
なるコンポーネント。

Windows パッ
チ  (BigFix Patch 

Management に関連
する)

変更時刻 指定された  Fixlet が最後に変更された時刻。 すべて
X-Fixlet-first-

propagation

Fixlet の公開日。 すべて



第  3 章.  Patch for Windows

ダッシュボード、レポート、およびウィザードを使用して  Fixlet を管理することが可能で
す。Fixlet  の適用、修正、およびアンインストールを行うことができます。また、適用環境
で使用可能または必要な  Fixlet の明細を表示することもできます。

Fixlet を使用したパッチ
コンソールから、適用する適切な  Fixlet のアクションを選択できます。アクションは、適
用環境全体に伝搬されます。パッチは、Fixlet  作業域および「アクションの実行」ダイアロ
グで設定した内容に基づいて適用されます。
Fixlet を使用して  BigFix コンソールからパッチを適用するには、以下の手順を実行しま
す。

1. 「すべてのパッチの管理」ナビゲーション・ツリーから、「Fixlet  とタスク」  > 「サ
イト別」  > 「外部サイト」をクリックします。

2. サイトを選択します。以下のイメージでは、「Patches  for Windows (English)」サイ
トが選択されています。

3. リスト・パネルに表示されたコンテンツの中から、適用する  Fixlet をクリックしま
す。
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4. 作業域で  Fixlet が開きます。ウィンドウ上部にあるタブをクリックして、Fixlet  の詳
細を確認します。

5. 「アクションの実行」をクリックして、Fixlet  を適用します。「アクション」ボック
ス内の該当するリンクをクリックすることもできます。

6. 「アクションの実行」ダイアログでは、追加のパラメーターを設定することができま
す。
「アクションの実行」ダイアログでのパラメーターの設定方法について詳しくは、
「IBM BigFix コンソール・オペレーター・ガイド  (））））） )」を参照してくださ
い。

7. 「OK」をクリックします。
注:  「OK」をクリックした後、秘密鍵のパスワードの入力が必要になる場合があ

ります。
このアクションはネットワーク全体に伝搬され、指定したパッチが、指定したコンピュー
ター上に、選択したスケジュールに従ってインストールされます。このアクションの結果
をモニターし、グラフに表示することにより、コンプライアンスを維持するために修正さ
れたコンピューターを正確に把握できます。

置き換え
置き換えは、複数のパッケージを提供する、BigFix  で使用する  Fixlet のプロパティーです。
置き換えられる  Fixlet とは、古いパッケージが含まれた  Fixlet のことです。Fixlet  が置き換
えられると、新しい  Fixlet が作成されて新しいバージョンのパッケージに置き換えられま
す。置き換えられる  Fixlet の説明には、新しい  Fixlet ID が含まれています。

https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/pdf/BigFix_Console_Operators_Guide.pdf
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/pdf/BigFix_Console_Operators_Guide.pdf
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/pdf/BigFix_Console_Operators_Guide.pdf
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/pdf/BigFix_Console_Operators_Guide.pdf
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/pdf/BigFix_Console_Operators_Guide.pdf
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図  1. 置き換えられる  Fixlet

パッチで置き換えがどのように機能するかを理解する
1. FALSE  ステートメントを使用した、置き換えられるパッチ。

Windows アプリケーションのパッチが置き換えられる場合、BigFix  では関連ステー
トメント・セットを  FALSE  に追加することによって、それらのパッチをインストー
ルできなくなります。これらの  Fixlet はエンドポイントに関連しなくなり、最新の 
Fixlet を使用してエンドポイントにパッチを適用できます。

2. 置き換えられる制御パッチ
BigFix Patch  の最新バージョンには、置き換えられるパッチを適用できるかどうかを
継続的に評価するためのオプションがあります。

• 置き換えられる  Windows OS パッチは、現在の適用の関連度を維持し、パッチ
をまだインストールしていないエンドポイント  (または置き換え元のパッチ)  に
関連するレポートを継続するためのオプションを導入します。

• この変更により、古い  OS の脆弱性に関するレポートを継続できます。これ
は、脆弱性にパッチが適用されていない場合に、置き換えられるパッチが引き
続き適用性をレポートできるためです。

置き換えられるパッチをエンドポイントにデプロイするには、クライアント構成パラ
メーター  _BESClient_WindowsOS_EnableSupersededEval  を  1  に設定します。
クライアント構成設定について詳しくは、「BigFix 構成設定  (））））） )」を参照
してください。

Windows パッチ・クライアント設定
BigFix Patch  では、Windows  パッチ適用モジュールで使用される以下のクライアント設定
が導入されています。

https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/Platform/Config/r_client_set.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/Platform/Config/r_client_set.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/Platform/Config/r_client_set.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/Platform/Config/r_client_set.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/Platform/Config/r_client_set.html
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• _BESClient_WindowsOS_BypassPendingRestartRelevance

）））））））関連度が含まれているすべての  Windows Fixlet 

が、_BESClient_WindowsOS_BypassPendingRestartRelevance  クライアント設定
を認識します。_BESClient_WindowsOS_BypassPendingRestartRelevance  が  1  に設
定されている場合、クライアント・コンピューターは、クライアント設定に対して
チェックされている、）））））））関連度  Fixlet を無視します。これは、正確なパッチ適
用レポートまたはコンプライアンス・レポートの生成に役立ちます。この設定が存在
しない場合や、_BESClient_WindowsOS_BypassPendingRestartRelevance  が  0  に設
定されている場合は、再起動保留なし関連度ステートメントが有効になります。

• _BESClient_WindowsOS_EnableSupersededEval

最新バージョンの  BigFix Patch  は、置き換えられるパッチの適用性の評価をサポー
トします。これにより、パッチがインストールされていないエンドポイント  (または
置き換えられるパッチ)  に関連するレポートを継続するためのオプションが提供され
ます。
クライアント構成パラメーター  _BESClient_WindowsOS_EnableSupersededEval  を  1 

に設定すると、置き換えられるパッチがエンドポイントにデプロイされます。

Windows 向けパッチの概要ダッシュボード
Windows 向けパッチの概要ダッシュボードは、適用環境で必要なセキュリティー・パッチ
および非セキュリティー・パッチの明細を表示する場合に使用します。
Windows 向けパッチの概要ダッシュボードには、適用環境におけるパッチ情報の概要
が、表、グラフ、および円グラフを使用して表示されます。「パッチ管理」ドメインか
ら、「OS  ベンダー」  > 「Microsoft  Windows」  > 「レポート」  > 「Windows  向けパッ
チの概要」をクリックします。
このレポートには、以下の  3 つのタブがあります。

• Windows 向けパッチの概要
• セキュリティー・パッチの概要
• 非セキュリティー・パッチの概要
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概要でのデータの表示方法は、各グラフの右上隅にある凡例から変更できます。コンテン
ツは、縦棒グラフ、円グラフ、またはデータ・テーブルで表示できます。
「セキュリティー・パッチの概要」タブと「非セキュリティー・パッチの概要」タブにあ
る、少なくとも  1 つのパッチを必要とするコンピューターのリンクは異なるものです。
「セキュリティー・パッチの概要」タブには）））））））））））） 1 ））））））））））））））リンク、
「非セキュリティー・パッチの概要」タブには）））））））））））））） 1 ））））））））））））））リ
ンクがあります。両方のリンクにより、「Fixlet  の一覧」ウィンドウが開いて、関連する 
Fixlet、コンピューター、タスク、ベースライン、アクション、および分析を確認すること
ができます。

「Windows  向けパッチの概要」タブ
「Windows  向けパッチの概要」タブには、Microsoft  パッチ情報、適用情報、およびパッ
チのカテゴリーを示すグラフが表示されます。
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「Windows  向けパッチの概要」タブには、Windows  修正の簡単な概要が表示されます。
このタブには、Microsoft  パッチ情報と適用情報が示されます。Microsoft  パッチ情報
には、適用環境が必要とするパッチ数、およびセキュリティー・パッチ数と非セキュリ
ティー・パッチ数が含まれます。
このタブには、必要なパッチのグラフも含まれます。このグラフには、パッチが必要なコ
ンピューターの明細が、以下のカテゴリーに基づいて表示されます。

• 必要なセキュリティー・パッチのみ
• 必要な非セキュリティー・パッチのみ
• 必要なセキュリティー・パッチと非セキュリティー・パッチの両方
• 必要なパッチはない

「セキュリティー・パッチの概要」タブ
Microsoft セキュリティー・パッチとは、セキュリティーの脆弱性に関連する情報または
更新のことを指します。「セキュリティー・パッチの概要」タブには、棒グラフ、および 
Microsoft セキュリティー・パッチ情報のセクションがあります。このセクションには、
パッチ情報が以下の見出しに分けて示されています。

必要なセキュリティー・パッチ
適用環境で適用可能なセキュリティー・パッチの数が示されます。また、
「必要なパッチの合計数」と「きわめて重要なパッチの必要合計数」も示さ
れます。「必要なパッチの合計数」は、すべての  BigFix クライアントのパッ
チ  (きわめて重要なパッチ、重要なパッチ、重要度の低いパッチ、および未分
類のパッチを含む)  の合計数を示しています。このセクションには、きわめて
重要なパッチが少なくとも  1 つ必要なコンピューターの数および割合も示さ
れます。

関連するセキュリティー・パッチの数
適用環境で適用可能なセキュリティー  Fixlet の数が示されます。また、適用
環境内の関連するすべてのパッチの数と、セキュリティー  Fixlet の合計数も
示されます。

コンピューター別の関連するセキュリティー・パッチの平均数
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すべての関連パッチおよびきわめて重要なパッチのコンピューターあたりの
平均数が示されます。

「セキュリティー・パッチの概要」タブには、重大度  (きわめて重要、重要、中程度、重要
度が低い、未分類)  別の必要なパッチの合計数の棒グラフがあります。別の棒グラフには、
関連するパッチの重大度が示されます。

「非セキュリティー・パッチの概要」タブ
「非セキュリティー・パッチの概要」タブには、Microsoft  パッチ情報の要約が示されま
す。パッチ情報は分類されており、以下の情報が示されています。

• ））））））））））

• ））） Microsoft ）））の日付
• 関連するパッチの数
• ））））） 1 ））））））））））））） (Computers Needing at least one Patch)）リンクの数およ

び割合
• ））））））） 1 ））））））））））））））

このタブには、製品ファミリー、カテゴリー、およびオペレーティング・システムに基づ
いて必要な合計パッチ数を分類したグラフもあります。
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パッチの概要ダッシュボード
適用環境で最も関連している項目、およびサイト別のきわめて重要なパッチとその他の
パッチとの比較を含む、適用環境のパッチ・サイト情報を表示します。ダッシュボードに
は、Windows  用のパッチだけではなく、適用環境のすべてのパッチが表示されます。すべ
てのサイトについて、実行された最後の  10 アクションが表示されるように表示オプション
を設定します。
パッチの概要ダッシュボードには、Windows  向けパッチの統計だけではなく、適用環境
におけるすべての  BigFix パッチ・ソリューションについてのパッチ情報の概要が、表とグ
ラフを使用して表示されます。このダッシュボードは「パッチ管理」ナビゲーション・ツ
リーの上部にあり、「パッチ管理」ノードを初めてクリックしたときに表示されます。
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右側にある棒グラフをクリックすると、データ・グリッドが開き、各種サイトがリストさ
れます。このリストをクリックすると、選択したサイトのより詳細なビューを表示できま
す。Windows  向けパッチは、サブスクライブされた各国版  Windows パッチ・サイトごと
に  1 つの棒グラフにまとめられます。
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「その他」の項目数は、同時に表示できるサイト数を決定するものであり、この値は変更
できます。
このダッシュボードのどのセクションにも、パッチの総数、サブスクライブしているクラ
イアント数、そのサイトについて適用環境で最も関連している重要な項目、およびサイト
で最近発行された  10 件のアクションに関する一般統計があります。

パッチのアンインストール
パッチをアンインストールするには、ロールバック・タスク・ウィザードで  Microsoft サ
ポート技術情報  (KB) の番号を入力します。
Microsoft ））））））））））））））））））））を使用することにより、特定のパッチを削除すること
が可能です。適用可能なパッチを識別するには、Microsoft  サポート技術情報の番号が必要
です。Microsoft ））））））））））））））））））））を使用せずにアンインストールを行う必要のあ
るパッチも存在する場合があります。
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ロールバック・タスク・ウィザードの使用
ロールバック・タスク・ウィザードを使用して  Microsoft パッチをアンインストールしま
す。
インストールする必要のあるパッチの  Microsoft サポート技術情報の番号を知るには、
パッチと更新のロールバック情報分析を使用します。
以下のステップを使用して、Microsoft  パッチ・ロールバック・タスク・ウィザードでアン
インストール可能なパッチをアンインストールします。

1. 「パッチ管理」ナビゲーション・ツリーから「OS  ベンダー」サイトをクリックしま
す。

2. 「Microsoft  Windows」  > 「設定」  > 「ロールバック・ウィザード」  > 「Microsoft 
ロールバック・タスク・ウィザード」をクリックします。ウィザードのウィンドウが
開きます。

3. パッチのサポート技術情報  (KB) の番号を、指定されたフィールドに入力します。
タスク・ウィザードおよび分析では、Windows  レジストリーの以下の場所で 
Microsoft サポート技術情報が検索されます。

Windows XP/2003 以前の場合
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HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion

\Uninstall\key  にあります。キーは、ロールバックするパッチのサ
ポート技術情報の番号にする必要があります。

Windows Vista 以降の場合
Microsoft サポート技術情報の番号は、次の  Windows レジストリーの
場所のキー名に組み込まれています。HKEY_LOCAL_MACHINE\Software

\Microsoft\Windows\CurrentVersion\ComponentBased Servicing

\Packages\.

4. オペレーティング・システムを選択します。
5. オプション:  1 回限りのアクションを作成するためのチェック・ボックスをクリック

します。Fixlet  を作成する場合は、このチェック・ボックスをチェックされない状態
のままにします。

6. 「終了」をクリックします。「アクションの実行」ダイアログが開きます。
7. オプション:  「アクションの実行」ダイアログでは、追加のパラメーターを設定する

ことができます。

8. 「OK」をクリックしてアクションを開始します。
9. 「プライベート  キーのパスワード」を入力します。
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ロールバックが失敗する可能性のあるマシンの再始動を避けるために、ロールバックが成
功することをテストすることを強くお勧めします。

パッチのアンインストールに関するトラブルシューティング
ロールバック・タスク・ウィザードを使用してアンインストールできないパッチは、さま
ざまな方法を使用してトラブルシューティングすることができます。
Windows パッチによっては、ロールバック・タスク・ウィザードを使用するのではなく、
別のステップを使用してアンインストールしなければならないものがあります。ロール
バックは、以下の理由で失敗する場合があります。

• パッチをアンインストールできない。
• アンインストール・コマンドを生成するためにロールバック・タスク・ウィザードが

使用する方法がパッチに対して機能しない場合がある。
パッチをアンインストールするには、以下の方法を使用します。

• Windows Vista 以降の場合、タスクは、たとえ失敗しても完了したというレポートを
返す場合があります。ロールバックを確実に成功させるためには、タスクが関連して
いないことを確認してください。

• タスクが失敗した場合は、「コントロール  パネル」から、「プログラムと機能」  (ク
ラシック表示を使用している場合)、または「プログラム」カテゴリーの下の「プロ
グラムのアンインストール」を使用して、パッチをアンインストールできることを確
認します。

• Windows Vista または  Windows 2008 でタスクが失敗した場合
は、assemblyidentity  タグおよびコマンドを手動で作成してアンインストール
を行います。Microsoft  サポート技術情報の記事  940410 の『Method  2: Use the 

Command Line』の使用について詳しくは、Microsoft Support ページ  (））））） 

)を参照してください。
注:  ロールバック・タスクはより失敗しやすいので、生成されたパッチ・ロールバッ

ク・タスクは、複数のアクション・グループの一部として適用しないことをお勧めしま
す。

http://support.microsoft.com/?ln=en-us
http://support.microsoft.com/?ln=en-us
http://support.microsoft.com/?ln=en-us
http://support.microsoft.com/?ln=en-us
http://support.microsoft.com/?ln=en-us
http://support.microsoft.com/?ln=en-us
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問題のあるパッチの修正
問題のある  Fixlet ウィザードを使用すると、問題のある複数の  Fixlet の修正および  Fixlet の
コピーまたはベースラインの作成をリブートなしで行うことができます。
問題のあるパッチは、Microsoft  の  Fixlet メッセージの  2 つある主要な分類のうちの一つで
す。Windows  パッチの  Fixlet の主なクラスについては、概説  (））））） 3)を参照してくださ
い。
Fixlet メッセージは、いずれかのファイルのバージョンが、パッチでインストールされた
バージョンよりも古いときに表示されます。Fixlet  メッセージは、パッチはインストール
済みだがすべてのファイルが最新というわけではないため脆弱性が保護されない可能性が
ある、ということを通知するものです。この場合は、Fixlet  を使用してパッチを再適用しま
す。
この  2 段階方式の処理により、パッチが必要な理由に関する情報をより詳しく知ることが
できます。この方式は、単にパッチが未インストールであることを通知する方式よりも優
れています。たとえば、コンピューターのグループにパッチを適用し、その後、いくつか
のコンピューターに「問題のあるパッチ」が存在するという情報が  BigFix に表示された
ことに気付けば、いくつかのファイルが何らかの原因で上書きされたことが分かります。
通常、こうした状況は、別のアプリケーションをインストールするか、または古いサービ
ス・パックをインストールして、新しいファイルが上書きされた場合に発生します。

注:  BigFix クライアントは、非常に少ないコンピューター・リソースを使用して、レジ
ストリーおよびファイルのバージョンの両方を継続的に検査します。そのため、CPU、メ
モリー、ハード・ディスク、または帯域幅に大きなコストをかけずに、継続的なモニター
を行えるという利点があります。
問題のあるパッチは、適用後にリブートする必要があるため、ベースラインで修正する
ことが難しい場合があります。ご使用の環境でテストすることにより、リブートなしで安
全に適用できる、問題のあるパッチのセットを作成できた場合は、「パッチ・サポート 
(Patching Support)」サイトで、問題のあるパッチ適用ウィザードを使用できます。この
ウィザードを使用することにより、リブートなしで  Fixlet のコピーまたはベースラインが
作成されます。
該当する、問題のある  Fixlet がマシンに複数ある場合は、問題のある  Fixlet 適用ウィザー
ドを使用して、それらのすべての  Fixlet を同時に適用できます。
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問題のあるパッチ適用ウィザードの使用
問題のあるパッチ適用ウィザードは、Fixlet  のコピーまたは既存のベースラインを使用し
て、問題のある  Fixlet を修正する場合に使用します。
問題のあるパッチ適用ウィザードを使用して問題のあるパッチを修正するには、以下のス
テップを実行します。

1. 「パッチ管理」ナビゲーション・ツリーから「OS  ベンダー」をクリックします。
2. 「Microsoft  Windows」  > 「問題のあるパッチ適用ウィザード」  > 「問題のある

パッチ適用ウィザード」をクリックします。ウィザードが開きます。

3. 該当する問題のある  Fixlet を識別します。以下のいずれかのアクションを実行しま
す。

• Windows 向けパッチの問題のあるパッチの中から選択します。
• 問題のある  Fixlet を含むベースラインを選択します。
• 問題のある  Fixlet をコンソール・ビューからコピーして貼り付けます。
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4. 出力形式として、一連のカスタム  Fixlet またはベースラインのいずれかを選択できま
す。

5. Fixlet を確認します。
6. 「OK」をクリックします。

作成されるコンテンツは、「すべてのパッチの管理」ノードの下のパッチ・ドメインに
配置されます。コンテンツを表示するには、「パッチ管理」ナビゲーション・ツリーか
ら「コンテンツ」  > 「カスタム・コンテンツ」をクリックします。

Microsoft Office のパッチ適用
管理インストール、ネットワーク・インストール、およびローカル・インストールを使用
して、Microsoft  Office の更新およびパッチを適用することができます。
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Microsoft Office の更新では、更新を正常に完了するためにはインストール済み環境また
はソース・ファイルが存在しなければならない場合があります。この要求に応えるため
に、BigFix  では、Microsoft  Office の更新およびパッチを以下のような異なる方法で適用す
ることができます。

• 管理
• ネットワーク
• ローカル

BES サポート・サイトの  Office デプロイメント制御タスクを使用することにより、BigFix 
クライアントがこれらの方法のいずれかを使用するように構成できます。

注:  ））、））））））、および）））） の方法を使用した更新およびパッチの適用
は、Microsoft  Office 2007 より古いバージョンの  Microsoft Office に適用されます。

管理インストール
管理インストールを使用して  Microsoft Office の更新を正常に適用するには、ベスト・プラ
クティスに従ってください。
管理インストール方法では、Microsoft  Office 管理インストール・ポイントを使用し
て、Office  の更新を提供します。このインストール方法には、以下の警告が適用されま
す。

• パッチが適用される  Office 製品は、正しい管理インストール・ポイントを指してい
なければなりません。また、この管理ポイントは、パッチが適用される製品と一致し
ていなければなりません。たとえば、Office  2000 Standard インストール済み環境が 
Office 2000 Professional 管理ポイントを指すことはできません。ナビゲーション・
ツリーの）OS ）））））サイトをクリックし、次に、）Microsoft Office）および））））をク
リックします。
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• Office 製品はコンピューター上に  1 つしか存在できません。ただし、バージョンが異
なれば、複数の  Office インストール済み環境も機能します。たとえば、Office  2000 

Small Business と  Office 2000 Professional はサポートされませんが、Office  2000 

Small Business と  Office XP Professional はサポートされます。
• アクションを適用する前に、パッチを管理ポイントに正しく適用する必要がありま

す。
• 管理ポイントは、Windows  NT、Windows  2000、Windows  XP、Windows  2003、ま

たは  Windows 7 システムで  ANONYMOUS LOGON、NETWORK、または  EVERYONE 

に付与される））））））を使用して、共有する必要があります。
• 共有に対して  NULL セッションを有効にする必要があります。詳しくは、「<xref 

format="html" href="https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us✔!/wiki/

BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share  (））））） )" 

rev="rel38" status="new" scope="external">Creating a Null Session Share</xref>」を
参照してください。

https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share


Patch for Windows  | 3 - Patch for Windows  | 80

ネットワーク・インストール
ネットワーク・インストールを使用して  Microsoft Office の更新を正常に適用するには、ベ
スト・プラクティスに従ってください。
ネットワーク・インストール方法では、Office  インストール・メディアまたはソース・
ファイルが存在するネットワーク共有ロケーションを使用します。このインストール方法
には、以下の警告が適用されます。

• アクションを適用する場合は、有効な  UNC パス  (server_nameshare_name) を、適
切な  Office セットアップ・ファイルに指定する必要があります。共有セットアッ
プ・ファイルは、パッチが適用される製品と一致していなければなりません。たと
えば、Office  2000 Professional セットアップ・ファイルを用意して、Office  2000 

Standard インストール済み環境にパッチを適用することはできません。
• Office 2000 の場合、Office  製品はコンピューター上に  1 つしかインストールできま

せんが、バージョンが異なれば、複数の  Office インストール済み環境が動作します。
たとえば、Office  2000 Small Business と  Office 2000 Professional はサポートされま
せんが、Office  2000 Small Business と  Office XP Professional はサポートされます。
前のセクションを参照してください。

• Office セットアップ・ファイルは、Windows  NT、Windows  2000、Windows  XP、
または  Windows 2003 システムで  ANONYMOUS LOGON、NETWORK、または 
EVERYONE に付与される））））））を使用して、共有する必要があります。

• 共有に対して  NULL セッションを有効にする必要があります。Null  セッショ
ンの有効化について詳しくは、「<xref  format="html" href="https://bigfix-

wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us✔!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating

%20a%20Null%20Session%20Share  (））））） )" rev="rel38" status="new" 

scope="external">Creating a Null Session Share</xref>」を参照してください。

ローカル・インストール
ローカル・インストールを使用して  Microsoft Office の更新を正常に適用するには、ベス
ト・プラクティスに従ってください。

https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/Creating%20a%20Null%20Session%20Share
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ローカル・インストール方法では、更新対象のすべてのコンピューター上にローカルにイ
ンストールされるソース  Office インストール・メディアまたはソース・ファイルを使用し
ます。このインストール方法には、以下の警告が適用されます。

• アクションを実行する前に、更新する各コンピューターのローカル  CD-ROM ドライ
ブに、適切な  Office CD を挿入する必要があります。用意する  CD は、パッチが適用
される製品と一致していなければなりません。たとえば、Office  2000 Professional 

CD を使用して、Office  2000 Standard インストール済み環境にパッチを適用するこ
とはできません。

• CD-ROM ドライブはオペレーティング・システムによって認識されなければなりませ
ん。



第  4 章.  Click-to-Run 製品のインストールおよび更新
BigFix Patch for Windows を介して  Microsoft の  Click-to-Run 製品のコンテンツをインス
トールおよび更新します。
BigFix Patch for Windows は、Windows  のインストーラー・ベースの方式  (MSI) ではなく 
Click-to-Run を介してインストールされる  Microsoft 更新のサポートを提供します。Click-
to-Run は、Office  365 および  Office 2016 を含む  Microsoft 製品のインストールおよび更
新を行う  Microsoft のストリーミングおよび仮想化のテクノロジーです。BigFix  Patch for 

Windows は、以下の機能によってユーザーを支援します。
• 古い  Office 365 製品および  Office 2016 製品の検出
• Office 365 Click-to-Run 更新が、Web、ネットワーク共有ロケーション、または 

BigFix アーキテクチャーを介したクライアント・キャッシュ・フォルダーのどの更新
元から発生するかの構成

• Office 365 Click-to-Run 更新の更新元設定の削除
• 更新されたネットワーク共有の保守
• 自動更新の有効化および無効化
• マシンの  Office 365 構成の確認

Microsoft の  Click-to-Run テクノロジー
Click-to-Run は、Office  365 および単一購入バージョンの  Office 2016 などの  Office 製品の
インストールを行う  Microsoft のストリーミングおよび仮想化のテクノロジーです。Click-
to-Run の更新では、MSI、MSP、および  Windows Server Update Services (WSUS) を使用し
ません。Click-to-Run を使用する  Office 製品は、Web  を介して  Microsoft から自動更新を
受け取ることも、オンプレミス・ロケーションから更新をダウンロードすることもできま
す。Office  デプロイメント・ツールを使用して  Click-to-Run のインストール済み環境を管理
します。
Office デプロイメント・ツールは、以下のオペレーティング・システムをサポートします。
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表  18. Office デプロイメント・ツールでサポートされるオペレーティング・システム
Office 製品 オペレーティング・システム

Office 2013 • Windows 7

• Windows 8

• Windows Server 2008 R2

• Windows Server 2012

Office 2016 • Windows 10

• Windows 7

• Windows 8

• Windows 8.1

• Windows Server 2008 R2

• Windows Server 2012

• Windows Server 2012 R2

Click-to-Run について詳しくは、https://docs.microsoft.com/en-us/office/troubleshoot/

office-suite-issues/office-click-to-run-installation  (））））） )  を参照してください。
Office デプロイメント・ツールについて詳しくは、以下のリンクを参照してください。

• Office 2013 デプロイメント・ツール:https://www.microsoft.com/en-sg/download/

details.aspx?id=36778  (））））） )

• Office 2016 デプロイメント・ツール:  https://www.microsoft.com/en-us/download/

details.aspx?id=49117  (））））） )

サポートされるアプリケーション
BigFix Patch for Windows は、Click-to-Run を使用する以下の  Microsoft 製品のアプリケー
ションおよびサブスクリプション・プラン  (該当する場合)  をサポートします。

• Office 365 – Office 2013 の  PC アプリケーション
• Office 365 – Office 2016 の  PC アプリケーション
• Office 2016 (単一購入バージョン)

https://docs.microsoft.com/en-us/office/troubleshoot/office-suite-issues/office-click-to-run-installation
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https://docs.microsoft.com/en-us/office/troubleshoot/office-suite-issues/office-click-to-run-installation
https://www.microsoft.com/en-sg/download/details.aspx?id=36778
https://www.microsoft.com/en-sg/download/details.aspx?id=36778
https://www.microsoft.com/en-sg/download/details.aspx?id=36778
https://www.microsoft.com/en-sg/download/details.aspx?id=36778
https://www.microsoft.com/en-sg/download/details.aspx?id=36778
https://www.microsoft.com/en-sg/download/details.aspx?id=36778
https://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=49117
https://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=49117
https://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=49117
https://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=49117
https://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=49117
https://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=49117


Patch for Windows  | 4 - Click-to-Run 製品のインストールおよび更新  | 84

サポートされるアプリケーションに関するより詳細な情報は、『サポートされるオペレー
ティング・システム、製品、および更新  (））））） 4)』を参照してください。

Click-to-Run 製品のインストールおよび更新
BigFix Patch for Windows を介して  Microsoft の  Click-to-Run 製品のコンテンツをインス
トールおよび更新します。
BigFix Patch for Windows は、Windows  のインストーラー・ベースの方式  (MSI) ではなく 
Click-to-Run を介してインストールされる  Microsoft 更新のサポートを提供します。Click-
to-Run は、Office  365 および  Office 2016 を含む  Microsoft 製品のインストールおよび更
新を行う  Microsoft のストリーミングおよび仮想化のテクノロジーです。BigFix  Patch for 

Windows は、以下の機能によってユーザーを支援します。
• 古い  Office 365 製品および  Office 2016 製品の検出
• Office 365 Click-to-Run 更新が、Web、ネットワーク共有ロケーション、または 

BigFix アーキテクチャーを介したクライアント・キャッシュ・フォルダーのどの更新
元から発生するかの構成

• Office 365 Click-to-Run 更新の更新元設定の削除
• 更新されたネットワーク共有の保守
• 自動更新の有効化および無効化
• マシンの  Office 365 構成の確認

Microsoft の  Click-to-Run テクノロジー
Click-to-Run は、Office  365 および単一購入バージョンの  Office 2016 などの  Office 製品の
インストールを行う  Microsoft のストリーミングおよび仮想化のテクノロジーです。Click-
to-Run の更新では、MSI、MSP、および  Windows Server Update Services (WSUS) を使用し
ません。Click-to-Run を使用する  Office 製品は、Web  を介して  Microsoft から自動更新を
受け取ることも、オンプレミス・ロケーションから更新をダウンロードすることもできま
す。Office  デプロイメント・ツールを使用して  Click-to-Run のインストール済み環境を管理
します。
Office デプロイメント・ツールは、以下のオペレーティング・システムをサポートします。
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表  19. Office デプロイメント・ツールでサポートされるオペレーティング・システム
Office 製品 オペレーティング・システム

Office 2013 • Windows 7

• Windows 8

• Windows Server 2008 R2

• Windows Server 2012

Office 2016 • Windows 10

• Windows 7

• Windows 8

• Windows 8.1

• Windows Server 2008 R2

• Windows Server 2012

• Windows Server 2012 R2

Click-to-Run について詳しくは、https://docs.microsoft.com/en-us/office/troubleshoot/

office-suite-issues/office-click-to-run-installation  (））））） )  を参照してください。
Office デプロイメント・ツールについて詳しくは、以下のリンクを参照してください。

• Office 2013 デプロイメント・ツール:https://www.microsoft.com/en-sg/download/

details.aspx?id=36778  (））））） )

• Office 2016 デプロイメント・ツール:  https://www.microsoft.com/en-us/download/

details.aspx?id=49117  (））））） )

サポートされるアプリケーション
BigFix Patch for Windows は、Click-to-Run を使用する以下の  Microsoft 製品のアプリケー
ションおよびサブスクリプション・プラン  (該当する場合)  をサポートします。

• Office 365 – Office 2013 の  PC アプリケーション
• Office 365 – Office 2016 の  PC アプリケーション
• Office 2016 (単一購入バージョン)
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サポートされるアプリケーションに関するより詳細な情報は、『サポートされるオペレー
ティング・システム、製品、および更新  (））））） 4)』を参照してください。

BigFix が  Click-to-Run と連動する仕組みの理解
BigFix Patch for Windows は、Fixlet  と分析を使用して、Click-to-Run を使用する  Office 製
品用の以下のセットアップ・タスクと保守タスクを行います。

のセットアップ
• 更新元設定の構成
• ネットワーク共有フォルダーのセットアップ
• 更新パスの構成

保守
• 古いバージョンの検出
• 自動更新の有効化
• 自動更新の無効化
• 更新パスの削除
• ネットワーク共有の削除
• 更新のトリガー
• マシンの  Office 365 構成の確認

BigFix ユーザーは、「Office  365 の更新元の設定  - Office 2016 (Configure the Update 

Source of Office 365 - Office 2016)」タスクを使用して  Office Click-to-Run 製品更新の更新
元を選択できます。

• Web を介して  [Microsoft Content Delivery Network (CDN) から]
• オンプレミス・ロケーションから。この方法の場合、ネットワーク共有ロケーショ

ンをセットアップして、そこから更新をダウンロードできるようにする必要がありま
す。本書を通して、「ネットワーク共有」および「ネットワーク共有ロケーション」
はこの方法を指します。
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• BigFix アーキテクチャーを介して。このアーキテクチャーでは、バイナリー全体がク
ライアント・キャッシュ・フォルダーにダウンロードされます。

注:  デフォルトの更新元は  Microsoft CDN です。
Web からの更新
Microsoft によると、Click-to-Run バージョンの  Office 製品は最初から最新の状態であり、
自動的に更新されます。
Web から更新することを選択したユーザーは、BigFix  コンテンツを使用して、Microsoft 
からの自動更新を無効にすることができます。その後、ユーザーは  Fixlet を使用して更新
をトリガーし、Microsoft  CDN からロードしてインストールすることができます。
ネットワーク共有ロケーションからの更新
Click-to-Run を使用する  Office 製品が  Microsoft CDN ではなくネットワーク共有ロケー
ションから更新を受け取るようにすることを選択できます。

ネットワーク共有ロケーションのセットアップ
更新を受け取るネットワーク共有ロケーションをセットアップする必要が
あります。BigFix  は、ネットワーク共有をセットアップするためのコンテン
ツを提供しますが、これは必須ではありません。独自のネットワーク共有ロ
ケーションを使用することを選択できます。

クライアントの構成
ネットワーク共有をセットアップしたら、そのネットワーク共有ロケーショ
ンを指すように更新パスを構成する必要があります。BigFix  Patch は、分析
を使用して、更新パスとデータ・ロケーションを識別します。

クライアント更新のトリガー
いつ更新するかおよびどのバージョンにアップグレードするかをより詳細に
制御できるように、Office  からの自動更新を無効にすることができます。
自動更新が無効になっているときは、BigFix  コンテンツを適用して更新の保
守およびトリガーを行うことができます。この  BigFix コンテンツの例とし
ては、「Fixlet  365007: Office 365 Version 15.0.4805.1003 Available - Office 

2013」などの更新  Fixlet のトリガーに必須ではありません。Microsoft  CDN 
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から直接ダウンロードする代わりに、事前構成したネットワーク共有ロケー
ションから更新がダウンロードされます。

ネットワーク共有の保守
Microsoft による更新のリリースに合わせて、BigFix  は、ネットワーク共
有に常に最新バージョンが保持されるようにコンテンツを提供します。た
とえば、「Fixlet  365021: Office 365 Version 15.0.4805.1003 Available for 

Network Share for Office 365 - Office 2013」です。
ネットワーク共有ロケーションでは、TCP  接続および  UDP 接続に対して以下
のポートが使用されます。

• TCP: 139, 445

• UDP: 137, 138

ネットワーク共有および使用されるポートについて詳しくは、https://

technet.microsoft.com/en-us/library/cc731402.aspx  (））））） )  を参照してください。
BigFix アーキテクチャーを介したクライアント・キャッシュ・フォルダーか
らの更新
Click-to-Run を使用する  Office 製品に  BigFix アーキテクチャーを介して更新を受信させる
ことを選択することもできます。このアーキテクチャーでは、バイナリー全体がクライア
ント・キャッシュ・フォルダーにダウンロードされます。BigFix  が更新のダウンロードを
処理し、Office  365 クライアントがローカル・マシンから更新をインストールします。
この更新元を使用する場合は、ダウンロードとリレーのキャッシュ・サイズを検討する必
要があります。

• サーバー:  4GB 以上
• Client: 4GB 以上

ネットワーク共有ロケーションから更新をダウンロードするためのセットアップ

https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc731402.aspx
https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc731402.aspx
https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc731402.aspx
https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc731402.aspx
https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc731402.aspx
https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc731402.aspx
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Microsoft CDN から直接更新をダウンロードするのではなくネットワーク共有からダウン
ロードするように  Office クライアントを設定することもできます。これを行うには、ネッ
トワーク共有ロケーションを割り当てて、更新パスを構成する必要があります。更新が
ネットワーク共有にダウンロードされていることを確認してください。

ネットワーク共有のセットアップ
該当する  Office バージョン用の  Fixlet を使用して、ネットワーク共有ロケーションをセッ
トアップします。

1. パッチ管理ドメインから、「Patches  for Windows (English)」サイト  > 「Fixlet  と
タスク」に移動します。

2. ネットワーク共有をセットアップする対象の  Office バージョン用の  Fixlet を選択しま
す。たとえば、「Fixlet  361015: Setup Network Share for Office 365 – Office 2013」
です。

3. 「アクションの実行」をクリックします。
4. 「アクション・パラメーター」ウィンドウで、適用環境内のアプリケーションの言語

を入力します。使用可能な言語  ID のリストを参照するには、「アクション」パネル
内のリンクをクリックします。セミコロンを使用して複数の言語  ID を分離します。
たとえば、「en-us;zh-cn」です。

5. デバイスを選択し、「OK」をクリックします。アクションの完了後にネットワーク
共有フォルダーの特権を構成して、Office  マシンに更新ファイルへのアクセス権を付
与します。ネットワーク共有フォルダーは、システム・ドライブのルートに作成され
ます。

ネットワーク共有ロケーションをセットアップしました。

更新パスの構成
タスクを使用して、選択したコンピューターの  Office 365 アプリケーションと  Office 2016 

アプリケーションの更新パスを構成します。当該エンドポイントは、Microsoft  CDN では
なくこのロケーションから更新をダウンロードします。
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1. パッチ管理ドメインから、「Patches  for Windows (English)」サイト  > 「Fixlet  と
タスク」に移動します。セットアップ対象の  Office バージョン用の「更新パスの構
成  (Configure the Update Path)」Fixlet  を選択します。たとえば、「Fixlet  365009: 

Configure the Update Path of Office 365 - Office 2013」です。
2. 「アクションの実行」をクリックします。
3. 「アクション・パラメーター」ウィンドウで、更新  URL を入力します。たとえ

ば、「NetworkShareOffice2013」です。このリンクは、「Analysis  Network Share 

Information for <Office バージョン>」から取得できます。この分析により、正常に
セットアップされた後にネットワーク共有に関する結果が返されます。「OK」をク
リックします。

4. デバイスを選択し、「OK」をクリックします。

更新の保守
Microsoft から更新が使用可能になると、BigFix  Patch for Windows はそれに従って  Fixlet 

をリリースします。BigFix  は、Microsoft  CDN とネットワーク共有の両方に必要な更新を
トリガーするコンテンツを提供します。
例:

• ネットワーク更新用:  Fixlet ID 365021: Office 365 Version 15.0.4797.1003 Available 

for Network Share for Office 365 – Office 2013

• クライアント更新のトリガー用:  Fixlet ID 365007: Office 365 Version 15.0.4805.1003 

Available - Office 2013

Fixlet を使用して、更新パス設定の削除、ネットワーク共有の削除、自動更新の無効化を行
うこともできます。

自動更新の有効化
適用可能な  Fixlet を使用して、Click-to-Run インストール済み環境経由の自動更新を有効に
します。
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注:  自動更新  Fixlet の有効化および無効化は、「Fixlet  365007: Office 365 Version 

15.0.4805.1003 Available - Office 2013」などの更新  Fixlet のトリガーに必須ではありませ
ん。

1. パッチ管理ドメインから、「Patches  for Windows (English)」  > サイト「Fixlet 
とタスク」に移動します。適用可能な「自動更新の有効化  (Enable Automatic 

Updates)」Fixlet  を選択します。たとえば、「Fixlet  ID 365003: Enable Office 365 

Automatic Update - Office 2013」です。
2. 「アクションの実行」をクリックしてから「OK」をクリックします。
3. 適用可能なデバイスを選択し、「OK」をクリックします。

自動更新の無効化
適用可能な  Fixlet を使用して、Click-to-Run インストール済み環境経由の自動更新を停止し
ます。更新をより詳細に制御するために、自動更新を無効にして、代わりに  BigFix コンテ
ンツを使用して更新をトリガーすることができます。

1. パッチ管理ドメインから、「Patches  for Windows (English)」サイト  > 「Fixlet 
とタスク」に移動します。適用可能な「自動更新の無効化  (Disable Automatic 

Updates)」Fixlet  を選択します。たとえば、「Fixlet  ID 365001: Disable Office 365 

Automatic Update - Office 2013」です。
2. 「アクションの実行」をクリックしてから「OK」をクリックします。
3. 適用可能なデバイスを選択し、「OK」をクリックします。

更新パスの削除
タスクを使用して、更新パスを削除し、Microsoft  CDN からの更新のダウンロードに戻す
ことができます。
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1. パッチ管理ドメインから、「Patches  for Windows (English)」サイト  > 「Fixlet  と
タスク」に移動します。適用可能な「更新パスの削除  (Remove Update Path)」Fixlet 
を選択します。たとえば、「Fixlet  ID 365013: Remove the Update Path of Office 365 

- Office 2013」です。
2. 「アクションの実行」をクリックしてから「OK」をクリックします。
3. 適用可能なデバイスを選択し、「OK」をクリックします。

更新パスを削除しました。更新は、Microsoft  CDN からのダウンロードに戻ります。

ネットワーク共有の削除
ネットワーク共有設定を削除するために適用可能な  Fixlet タスクをデプロイします。

1. パッチ管理ドメインから、「Patches  for Windows (English)」サイト  > 「Fixlet 
とタスク」に移動します。適用可能な「ネットワーク共有の削除  (Delete Network 

Share)」Fixlet  を選択します。たとえば、「Fixlet  ID 365017: Delete Network Share 

for Office 365 - Office 2013」です。
2. 「アクションの実行」をクリックしてから「OK」をクリックします。
3. 適用可能なデバイスを選択し、「OK」をクリックします。

ネットワーク共有設定を削除しました。

「Office  365 – Office 2013」から「Office  365 – 
Office 2016」への自動アップグレードの無効化
自動アップグレードは、デフォルトでは「ON」に設定されています。BigFix  は、自動アッ
プグレードを無効にする必要があるユーザー用のコンテンツを提供します。これは、Office 
2013 アプリケーションを使用するユーザーなど、アップグレードを延期したいユーザーに
役立ちます。
Office 2016 は、Office  2013 アプリケーションがインストールされているコンピューター
と同じコンピューターに存在することはできません。Office  2013 アプリケーションがイン
ストールされているコンピューターに  Office 2016 をインストールしようとするユーザー
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は、Office  2013 を削除する必要があることを示すエラー・メッセージを受け取ります。
ユーザーは  2017 年  2 月までアップグレードを延期できます。
詳しくは、以下の記事を参照してください。

• https://support.office.com/en-us/article/Error-Stop-you-should-wait-to-install-

Office-2016-We-ll-have-to-remove-the-following-if-you-continue-a225347f-

e102-4ea6-9796-5d1ac5220c3b?ui=en-US&rs=en-US&ad=US  (））））） )

• https://technet.microsoft.com/en-sg/library/7198c31f-2d68-44b4-bc63-

e3630cf0c936✔BKMK_Key  (））））） )

Office 2013 から  Office 2016 へのアップグレードを無効にするには、「Disable  Office 365 

Automatic Upgrade of Office 2013 to Office 2016 applications - Office 2013」という  Fixlet 

を使用します。
1. パッチ管理ドメインから、「Patches  for Windows (English)」サイト  > 「Fixlet  と

タスク」に移動します。「Disable  Office 365 Automatic Upgrade of Office 2013 to 

Office 2016 applications - Office 2013」Fixlet  を選択します。
2. 「アクションの実行」をクリックしてから「OK」をクリックします。
3. 適用可能なデバイスを選択し、「OK」をクリックします。

「Office  365 – Office 2013」から「Office  365 – 
Office 2016」への自動アップグレードの有効化
適用環境内の  Office バージョンの  Office 2013 から  Office 2016 へのデフォルト自動アッ
プグレードに戻すには、「Enable  Office 365 Automatic Upgrade of Office 2013 to Office 

2016 applications - Office 2013」という  Fixlet を使用します。
1. パッチ管理ドメインから、「Patches  for Windows (English)」サイト  > 「Fixlet  と

タスク」に移動します。「Enable  Office 365 Automatic Upgrade of Office 2013 to 

Office 2016 applications - Office 2013」Fixlet  を選択します。
2. 「アクションの実行」をクリックしてから「OK」をクリックします。
3. 適用可能なデバイスを選択し、「OK」をクリックします。

https://support.office.com/en-us/article/Error-Stop-you-should-wait-to-install-Office-2016-We-ll-have-to-remove-the-following-if-you-continue-a225347f-e102-4ea6-9796-5d1ac5220c3b?ui=en-US&rs=en-US&ad=US
https://support.office.com/en-us/article/Error-Stop-you-should-wait-to-install-Office-2016-We-ll-have-to-remove-the-following-if-you-continue-a225347f-e102-4ea6-9796-5d1ac5220c3b?ui=en-US&rs=en-US&ad=US
https://support.office.com/en-us/article/Error-Stop-you-should-wait-to-install-Office-2016-We-ll-have-to-remove-the-following-if-you-continue-a225347f-e102-4ea6-9796-5d1ac5220c3b?ui=en-US&rs=en-US&ad=US
https://support.office.com/en-us/article/Error-Stop-you-should-wait-to-install-Office-2016-We-ll-have-to-remove-the-following-if-you-continue-a225347f-e102-4ea6-9796-5d1ac5220c3b?ui=en-US&rs=en-US&ad=US
https://support.office.com/en-us/article/Error-Stop-you-should-wait-to-install-Office-2016-We-ll-have-to-remove-the-following-if-you-continue-a225347f-e102-4ea6-9796-5d1ac5220c3b?ui=en-US&rs=en-US&ad=US
https://support.office.com/en-us/article/Error-Stop-you-should-wait-to-install-Office-2016-We-ll-have-to-remove-the-following-if-you-continue-a225347f-e102-4ea6-9796-5d1ac5220c3b?ui=en-US&rs=en-US&ad=US
https://support.office.com/en-us/article/Error-Stop-you-should-wait-to-install-Office-2016-We-ll-have-to-remove-the-following-if-you-continue-a225347f-e102-4ea6-9796-5d1ac5220c3b?ui=en-US&rs=en-US&ad=US
https://technet.microsoft.com/en-sg/library/7198c31f-2d68-44b4-bc63-e3630cf0c936#BKMK_Key
https://technet.microsoft.com/en-sg/library/7198c31f-2d68-44b4-bc63-e3630cf0c936#BKMK_Key
https://technet.microsoft.com/en-sg/library/7198c31f-2d68-44b4-bc63-e3630cf0c936#BKMK_Key
https://technet.microsoft.com/en-sg/library/7198c31f-2d68-44b4-bc63-e3630cf0c936#BKMK_Key
https://technet.microsoft.com/en-sg/library/7198c31f-2d68-44b4-bc63-e3630cf0c936#BKMK_Key
https://technet.microsoft.com/en-sg/library/7198c31f-2d68-44b4-bc63-e3630cf0c936#BKMK_Key
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更新元設定の削除
更新元設定を削除するには、「Office  365 Click-to-Run 更新元設定の削除  (Remove Office 

365 Click-to-Run Update Source Setting)」タスクをデプロイします。

Office 365 構成の確認
テスト・マシンの  Office 365 構成の概要を取得するには、「分析:  Office 365 - Office 

2016 のアプリケーション情報  (Analysis: Application Information for Office 365 - Office 

2016)」の「結果」タブを確認します。



第  5 章.  BigFix コンソールでの  Windows アプリケーション更新パッチのナビゲート
コンソールから、適用する適切な  Fixlet のアクションを選択できます。アクションは適用
環境全体に伝搬され、Fixlet  作業域と「アクションの実行」ダイアログで行った設定に基
づいてパッチが適用されます。
BigFix コンソールから  Windows 更新  Fixlet を適用できます。
）））））））ドメインのナビゲーション・ツリーで、  「すべてのパッチの管理」  > 「サイト」 
> 「外部サイト」  > 「Windows  アプリケーションの更新」をクリックします。
以下のオプションのいずれかを選択します。

• Fixlet とタスク
• 個のベースライン
• 分析
• コンピューター・グループ
• アクション\n

• サブスクライブしたコンピュータ
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図  2. Windows アプリケーションの更新サイト  - ナビゲーション・ツリー・
ビュー

右側にあるリスト・パネルが更新され、選択したオプションが表示されます。適用する 
Fixlet をダブルクリックします。作業域で  Fixlet が開きます。
選択した  Fixlet の詳細を確認するには、ウィンドウの上部にあるタブをクリックします。
「アクション」ボックス内のリンクをクリックして、適用を開始します。
「OK」をクリックします。このアクションはネットワーク全体に伝搬され、指定したパッ
チが、指定したコンピューターに、選択したスケジュールでインストールされます。この
アクションの結果をモニターし、グラフに表示することができます。これにより、どのコ
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ンピューターが修正されたかを正確に把握して、コンプライアンスを確実に順守できま
す。Endpoint  コンソールのナビゲート方法とパッチの適用方法について詳しくは、HCL 知
識ベース  (））））） )  の「））））））））））））））））」を参照してください。

Fixlet メーカー・ダッシュボードの概要
Fixlet メーカー・ダッシュボードは、テンプレートの使用によってアプリケーション更新 
Fixlet を作成できるインターフェースを提供します。
このダッシュボードは現在、以下のアプリケーションのテンプレートをサポートしていま
す。

• Google Chrome (Enterprise Edition)

• Mozilla Firefox

• RealPlayer

• WinZip

• Winamp

これらのアプリケーションの監査  Fixlet は、アプリケーションの新規バージョンが使用可
能になったときにユーザーに通知するために使用できます。

注:  Fixlet メーカー・ダッシュボードに  Fixlet を生成するための独自のテンプレートを
作成できます。詳しくは、BigFix  wiki  (））））） )  で「Creating  a Fixlet template」を検
索してください。
Fixlet メーカー・ダッシュボードには「パッチ管理」ドメインからアクセスできます。「す
べてのパッチの管理」  > 「ダッシュボード」  > 「Fixlet  メーカー」をクリックします。

https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/welcome/BigFix_Patch_welcome.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/welcome/BigFix_Patch_welcome.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/welcome/BigFix_Patch_welcome.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/welcome/BigFix_Patch_welcome.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/welcome/BigFix_Patch_welcome.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/welcome/BigFix_Patch_welcome.html
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/BigFix%20Patch
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/BigFix%20Patch
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/BigFix%20Patch
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/BigFix%20Patch
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/BigFix%20Patch
https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us#!/wiki/BigFix%20Wiki/page/BigFix%20Patch
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図  3. ナビゲーション・ツリーからの  Fixlet メーカー・ダッシュボード

ダッシュボードには、各テンプレート用に以前に作成されたすべての  Fixlet が表示されま
す。
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図  4. Fixlet メーカー・ダッシュボード

テンプレートからのカスタム  Fixlet の作成
Fixlet メーカー・ダッシュボードを使用して、パッチ・サポート・サイトではサポートされ
ていない  Windows アプリケーション用の独自の  Fixlet を作成することができます。
作成済みの  Fixlet を保管および管理するには、専用のカスタム・サイトを作成するか、マ
スター・アクション・サイトを使用することができます。
Fixlet メーカー・ダッシュボードからテンプレートを使用して、以下のアプリケーション用
の  Fixlet を作成します。

• Google Chrome (Enterprise Edition)

• Mozilla Firefox

• RealPlayer
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• WinZip

• Winamp

1. 「パッチ管理」  > 「すべてのパッチの管理」  > 「ダッシュボード」  > 「Fixlet  メー
カー」をクリックします。

2. 使用可能なテンプレートのリストからテンプレートを選択します。
3. 「Fixlet  の作成」をクリックします。
4. アプリケーションのインストール・ファイルを指定します。

注:  インストール・ファイルは公式ベンダーのサイトからダウンロードする必要
があります。
このリリースの場合は、ローカル・ドライブからインストール・ファイルを選択する
か、  インターネットからインストール・ファイルをダウンロードすることができま
す。URL  ダウンロード・リンクはたとえば  http://download.nullsoft.com/winamp/
client/winamp563_lite_en-us.exe  のようになります。
インストール・ファイルは  BigFix サーバーの  BESRootServerDir/Uploads  ディレク
トリーにアップロードされます。例:

32 ビット・オペレーティング・システムの場合
C:\Program Files\BigFix Enterprise\BES Server

\wwwrootbes\Uploads

64 ビット・オペレーティング・システムの場合
C:\Program Files (x86)\BigFix Enterprise\BES Server

\wwwrootbes\Uploads

5. ソフトウェアのバージョンを入力します。必ず、インストール・ファイルのソフト
ウェアのバージョンを指定するようにしてください。

6. 更新のソース公開日を入力します。
7. オプション:  Common Vulnerabilities and Exposures (CVE) ID 番号を入力します。 

たとえば、cve-1234567  です。
8. オプション:  ソース  ID を入力します。この  ID は更新のソースと関連付けられていま

す。 
たとえば、Microsoft  は  MS11-02 を使用し、Adobe  は  APSB-12 を使用します。
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9. オプション:  Fixlet の重要度を入力します。
たとえば、「低」、「中」、「重要」、「きわめて重要」です。

10. オプション:  更新を関連付けるオペレーティング・システム・アーキテクチャーを選
択します。32  ビットまたは  64 ビットを選択できます。

11. 「Fixlet  の作成」をクリックします。入力可能な空白フィールドがある、作成ダイア
ログが開きます。

12. Fixlet の名前としてユーザーに分かりやすいタイトルを入力します。
13. それをホストするサイトおよびドメインを選択します。
14. 「説明」タブで、適用する  Fixlet の説明を作成します。

注:  「アクション」、「関連度」、  および「プロパティー」の各タブには、Fixlet 
テンプレートに入力した情報が自動的に取り込まれます。

15. 「OK」をクリックします。作成された  Fixlet はダッシュボードの  2 番目の表に表示
されます。



第  6 章.  カスタム・リポジトリー設定の機能の使用
カスタム・リポジトリー設定の機能を使用して、所有するリポジトリーの設定を構成でき
ます。Windows  コンテンツのパッチ・サポート・サイトでダウンロード用のカスタム・リ
ポジトリー設定の構成、更新、削除を行います。

注:  独自のリポジトリーを作成する必要があります。
Windows カスタム・リポジトリーは、BES  サーバー自体または別のサーバー  (Internet 

Information Services (IIS) サーバーなど)  でホスト可能な  Web サーバーです。サーバー・
パフォーマンスとディスク・サイズについての制限を低減するために別個のサーバーを
使用することを強くお勧めします。カスタム・リポジトリー設定の機能を使用するには、
「カスタム・リポジトリー  (Windows) の設定または更新  (Set or Update Custom Repository 

(Windows))」タスクを使用して、カスタム設定リポジトリーへのパスを設定します。その
後、そのドメインをホワイトリストに追加します。以下のステップでは、カスタム・リポ
ジトリー設定の機能を使用するための一般的なステップを説明しています。

1. Web サーバーを作成またはセットアップします。
2. パッチが配置されるフォルダーを選択します。たとえば、ユーザーが  IIS の  Web サー

バーを準備して、サーバーのルート  (c:inetpubwwwroot) の下の「Installers」という
フォルダーにパッチを配置した場合を考えます。パッチが配置されているフォルダー
にアクセスするための  URL は、http://x.x.x.x/installers です。

3. インストーラーがその  URL にアクセスできることを確認します。
4. カスタム設定リポジトリーの  URL へのパスを設定します。円記号  () が含まれている

ことを確認してください。
5. にあるホワイトリストにドメインを追加します。<BES Server Install Path>

\Mirror Server\Config\DownloadWhitelist.txt

カスタム・リポジトリー設定の機能を使用することの利点
カスタム・リポジトリー設定の機能は、手動キャッシュの代替機能を提供しています。カ
スタム・リポジトリーの使用には、以下の利点があります。
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• Fixlet を適用するたびに繰り返しダウンロードして手動でキャッシングする必要がな
くなります。BigFix  サーバー内にキャッシュされたインストーラーは、いずれ有効期
限が切れ、自動的に削除されます。代わりに、インストーラーがカスタム・リポジト
リーにキャッシュされるように設定できます。

• 手動キャッシングの場合はファイル名を  sha1 に変更する必要がありますが、これが
不要になります。

カスタム・リポジトリー  (Windows) 分析およびタスク
この機能は、カスタム・リポジトリー設定  (Windows) 分析を使用して、適用環境で使用さ
れているカスタム・リポジトリーを表示します。その後、以下のタスクを使用して、リポ
ジトリー設定の作成、更新、および削除を行います。

• カスタム・リポジトリー設定  (Windows) の作成または更新
• カスタム・リポジトリー設定  (Windows) の削除

カスタム・リポジトリー設定の作成または削除を行うために、カスタム・リポジトリー設
定  (Windows) 分析を有効にすることは必須ではありません。
要件
カスタム・リポジトリー機能を使用するには、以下の要件を満たしている必要がありま
す。

• BigFix バージョン  9.0 以降を使用してください。
• 「パッチ・サポート」サイトをサブスクライブする。
• 以下のタスクを有効にする。

◦ カスタム・リポジトリー設定  (Windows) の設定または更新
◦ カスタム・リポジトリー設定  (Windows) の削除

• BigFix サーバーで、カスタム・リポジトリー・ディレクトリーをホワイトリストに
追加する。ホワイトリストは、<BES Server Install Path>\Mirror Server

\Config\DownloadWhitelist.txt  にあります。カスタム・リポジトリーのディ
レクトリーがホワイトリストに設定されていない場合は、ダウンロード・エラーによ
り、要求された  URL がダウンロード・ホワイトリストの適用に合格していないこと
が示されます。
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Web サーバーである  Windows カスタム・リポジトリーは、BES  サーバーまたは別のサー
バーでホストできます。サーバー・パフォーマンスとディスク・サイズについての制限を
低減するために別個のサーバーをユーザーが使用することを強くお勧めします。

カスタム・リポジトリー設定の作成
HCL Manager サーバーで、カスタム・リポジトリー・ディレクトリーがホワイトリストに
追加されていることを確認します。ホワイトリストは、<BES Server Install Path>

\Mirror Server\Config\DownloadWhitelist.txt  にあります。カスタム・リポジ
トリーのディレクトリーがホワイトリストに設定されていない場合は、ダウンロード・エ
ラーにより、要求された  URL がダウンロード・ホワイトリストの適用に合格していないこ
とが示されます。

1. コンソールから、「サイト」  > 「外部サイト」  > 「パッチ・サポート  (Patching 

Support)」  > 「Fixlet  とタスク」に移動します。
2. 「Fixlet  とタスク」パネルから、「カスタム・リポジトリー  (Windows) の設定また

は更新  (Set or Update Custom Repository (Windows))」タスクを選択します。
3. 「アクションの実行」をクリックします。
4. 「アクション・パラメーター」ウィンドウで、カスタム・リポジトリー・ディレクト

リーを入力します。たとえば、http://10.1.11.11/software  です。「OK」をクリッ
クします。

5. 「アクションの実行」ウィンドウが開きます。ターゲット・コンピューターを選択
し、「OK」をクリックします。

設定がカスタム・リポジトリーに適用されているかどうかを検査できます。
レジストリー・キー  _BESClient_AllowCustomRepoDownloads  に移動します  (以下の
ロケーションで見つかりますが、ご使用のオペレーティング・システムのバージョンによ
り異なります)。
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• X64 の場合:  Computer\HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE
\WOW6432\BigFix\EnterpriseClient\Settings\Client

\_BESClient_AllowCustomRepoDownloads

• X86 の場合:  Computer\HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE
\BigFix\EnterpriseClient\Settings\Client

\_BESClient_AllowCustomRepoDownloads

値には、カスタム・リポジトリー・ディレクトリーを含める必要があります。

カスタム・リポジトリー設定の削除
1. コンソールから、「サイト」  > 「外部サイト」  > 「パッチ・サポート  (Patching 

Support)」  > 「Fixlet  とタスク」に移動します。
2. 「Fixlet  とタスク」パネルから、「カスタム・リポジトリー  (Windows) の削除 

(Delete Custom Repository (Windows))」タスクを選択します。
3. 「アクションの実行」をクリックします。「アクションの実行」ウィンドウが開きま

す。
4. ターゲット・コンピューターを選択し、「OK」をクリックします。

レジストリー・キー  _BESClient_AllowCustomRepoDownloads  を検査して、設定が削
除されていることを確認します。
_BESClient_AllowCustomRepoDownloads レジストリーは、以下のロケーションで見つける
ことができます。

• X64 の場合:  Computer\HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE
\WOW6432\BigFix\EnterpriseClient\Settings\Client

\_BESClient_AllowCustomRepoDownloads

• X86 の場合:  Computer\HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE
\BigFix\EnterpriseClient\Settings\Client

\_BESClient_AllowCustomRepoDownloads

値キーが削除されていれば、設定は削除されています。



付録  A. サポート
この製品について詳しくは、以下のリソースを参照してください。

• Knowledge Center  (））））） )

• BigFix サポート・センター  (））））） )

• BigFix サポート・ポータル  (））））） )

• BigFix Developer  (））））） )

• BigFix Wiki  (））））） )

• HCL BigFix フォーラム  (））））） )
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付録  B. よくある質問
よくある質問とそれに対する答えを以下に示します。

「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボードはデータを反映していません。
どうすればよいでしょう。

この問題のトラブルシューティングのために実施できる手順を以下に示しま
す。

• 最新の「パッチ・サポート」サイトを収集します。
• 「パッチ・サポート」サイトから使用できる「ダウンロード・プラグイ

ンのバージョン」分析をアクティブにします。
• BigFix コンソール・キャッシュをクリアします。
• BigFix コンソールと同じシステムにインストールされている、Internet 

Explorer 版  Adobe Flash Player が最新であることを確認します。
注:  Adobe Flash Player は、非推奨になっており、2020  年  12 月  31 

日に正式にサポートが終了しました。このため、今後すべての  BigFix 

ダッシュボードが  Adobe Flash Player からマイグレーションされます。
私のダッシュボードは、BigFix  コンソールのどこにありますか?

更新された  BigFix コンソールには、以前のバージョンと同じコンテンツが含
まれています。ただし、一部のコンテンツは、別の場所に移動している可能
性があります。
該当するコンテンツとその場所を以下に示します。

• パッチの概要ダッシュボードは、パッチ管理ドメイン内  (ページの上部) 
にあります。

• パッチの概要ダッシュボードは、「すべてのパッチの管理」の下にあり
ます。このダッシュボードは、「パッチ・サポート」サイトの下で見つ
けることもできます。

• いくつかのダッシュボードは、「OS  ベンダー」  > 「Microsoft 
Windows」の下にあります。
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パッチをインストールできない場合は、どうすればよいですか?
パッチをインストールできない場合は、以下のことを試してください。

• パッチ適用先のコンピューターが正しいかどうかを確認します。
• Microsoft Web サイトからパッチをダウンロードして、パッチの手動実

行を試みます。
• Windows Update を確認します。
• Microsoft Baseline Security Analyzer (MBSA) を参照して、ツールでパッ

チが適用可能であると判断されていることを確認します。
それでもパッチをインストールできない場合は、HCL ソフトウェア・サポー
ト  (））））） )にお問い合わせください。

パッチが失敗しても、正常に完了するのはなぜですか。
特殊な状況で、パッチが正常に適用されているのにもかかわらず、関連状態
によって、パッチが依然として必要であると示されることがあります。パッ
チに関連した特殊な状況がないかを確認するか、HCL  ソフトウェア・サポー
トにお問い合わせください。

デフォルト・アクションがないのはなぜですか。
デフォルト・アクションがない理由はさまざまです。Fixlet  またはパッチを適
用することにより、致命的な結果が生じる場合があります。Fixlet  は、Fixlet 
またはパッチを適用するテスト・ベッドでテストすることを強くお勧めしま
す。Fixlet  についてのアクションが複数存在する場合もありますが、それらの
アクションのうち、他のアクションよりも明確に推奨されるものはありませ
ん。

注:  アクションを開始する前に、Fixlet  内の説明テキストをお読みになる
ことを強くお勧めします。

「手動によるキャッシュが必要」とは、どのような意味ですか?
特定のベンダーは、リンク先でダウンロードを直接提供していない場合が
あります。この場合は、そのベンダーのエンド・ユーザーのご使用条件をク
リックして確認し、BigFix  サーバーに手動でダウンロードします。

https://www.hcltechsw.com/wps/portal/products/bigfix/home
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問題のあるパッチとはどのようなものであり、どのように使用しますか?
問題のあるパッチとは、Windows  で、実行を開始したが完了しなかったよう
であることを  BigFix が検出したパッチです。これらの問題のあるパッチは、
セキュリティー・パッチに何か問題があることを示すために、関連を持つよ
うになります。修正するには、パッチを再適用するための該当アクションを
実行してください。

置き換えられるパッチとは何ですか?
置き換えられたパッチとは、適用する必要がなくなった古いバージョンの
パッチのことです。

欠落しているパッチについてはどのように処置すればよいですか。
BigFix は、Microsoft  が提供するすべてのパッチに対する  Fixlet を提供してい
るわけではありません。詳しくは、BigFix  でサポートされるパッチ・タイプ
に関する  FAQ 項目を参照してください。HCL  ソフトウェア・サポートにお問
い合わせいただくことも可能です。

セキュリティー更新以外の更新とは何ですか?
セキュリティー更新以外の更新とは、セキュリティー更新を除くすべての更
新のことです。セキュリティー更新以外の更新には、重要な更新、Service 
Pack、Update  Rollup などが含まれます。BigFix  では、重要な更新および
サービス・パックがサポートされています。BigFix  でサポートされる更新の
タイプについて詳しくは、Supported OS  (））））） )  についての  Wiki の記
事を参照してください。

BigFix では、どのようなタイプのパッチがサポートされますか?
IBM BigFix では、セキュリティー更新、およびセキュリティー更新以外の
更新がサポートさます。セキュリティー更新以外の更新には、重要な更新や 
Service Pack などが含まれます。BigFix  でサポートされる更新のタイプにつ
いて詳しくは、Supported OS  (））））） )  についての  Wiki の記事を参照し
てください。

「既知の問題」とは、どのような意味ですか?
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「既知の問題」とは、Microsoft  がサポート技術情報の記事で使用している用
語です。サポート技術情報の記事に示されている既知の問題の詳細は、念入
りに参照することをお勧めします。

ホット・フィックスは  BigFix でサポートされますか?
ホット・フィックスはサポートされません。重要なホット・フィックスが必
要な場合は、HCL ソフトウェア・サポート  (））））） )にお問い合わせく
ださい。BigFix  Patch チームは各要求を徹底的に評価し、個別的にコンテン
ツを提供します。

監査  Fixlet とは何ですか?
BigFix の監査  Fixlet とは、関連付けられたアクション・スクリプトを持たな
い  Fixlet のことです。監査  Fixlet は何も変更せず、問題について警告するの
みです。監査  Fixlet は、アクション・スクリプトを持たず、手操作による介
入を要求します。たとえば、パッチの手動インストールが必要なソフトウェ
ア・パッチ・アップグレードに関する監査  Fixlet が提供される場合がありま
す。

Patch Management for Windows では、生産終了に達した  Microsoft 製品は依然とし
てサポートされますか?

Microsoft は、生産終了  (EOL) に達した  Microsoft 製品の更新をリリー
スしなくなりました。また、Patch  Management for Windows では、生
産終了に達した  Microsoft 製品の新しいコンテンツがリリースされなく
なりました。その例の一つとして、Microsoft  Windows 2000 とそのす
べてのエディションがあります。これらのエディションには、Windows 
2000 Professional、Windows  2000 Server、Windows  Server 2000 

Datacenter、Windows  2000 Advanced Server などが含まれます。
Patch Management for Windows では、言語間インストールはサポートされますか?

言語間のパッチ・アプリケーションは現在サポートされていません。たとえ
ば、ユーザーは、Windows  向けパッチ  (英語)  サイトから別の言語のオペレー
ティング・システムに  Fixlet をデプロイできません。ユーザーは  セットアッ
プを変更できます。あるいは、Fixlet  のカスタム・コピーを作成し、OS  言語

https://www.hcltechsw.com/wps/portal/products/bigfix/home
https://www.hcltechsw.com/wps/portal/products/bigfix/home
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の関連性チェックを削除することで問題を回避できます。ユーザーには、回
避策を適用する前に、テストを実行することを強くお勧めします。

カスタム・リポジトリー設定の機能では、カスタム・リポジトリー・ディレクトリー
がホワイトリスト内に追加されていなければなりません。これが行われていない場合
は、どうなりますか?

カスタム・リポジトリーのディレクトリーがホワイトリストに追加されてい
ない場合は、ダウンロード・エラーにより、要求された  URL がダウンロー
ド・ホワイトリストの適用に合格していないことが示されます。ホワイト
リストのテキストは、<BES Server Install Path>\Mirror Server

\Config\DownloadWhitelist.txt  にあります。
Fixlet で「変更時刻」が変更されました。変更内容を確認できないのはなぜでしょう
か?

Fixlet において「変更時刻」の内容の変更、ローカリゼーションの変更、およ
び  MIME フィールドの更新が行われたのには多くの理由があります。ローカ
リゼーションの変更と  MIME フィールドの更新は通常、ユーザーに対して表
示されません。これらの変更により、アクションを実行したり、パッチを再
適用したりする必要はありません。

BigFix では、なぜ、ソース公開日が最初の公開日より後になるのですか?
ソースのベンダーが自社のソフトウェアを更新するときに、ソース公開日が
最初の公開日より後になる場合があります。たとえば、ウィルスに関する更
新の  Fixlet では、ソース公開日に対して日単位の変更が示されますが、それ
よりも古い  BigFix の最初の公開日が示される場合があります。

製品名およびコンポーネントに対して  MIME をより有効に活用するには、どうすれば
よいですか?

「製品ファミリー別のフィルタリングと追加された  Fixlet MIME フィール
ド」  Wikihttps://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us✔!/wiki/

BigFix%20Wiki/page/Filtering%20by%20product%20family%20and%20added

%20Fixlet%20MIME%20fields.  (））））） )

Microsoft のカテゴリーと  BigFix のカテゴリーとの間には、どんな相関関係がありま
すか?
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『Difference  in category terms used by Microsoft and BigFix』という記事
に、Microsoft  および  BigFix で使用されるカテゴリーの用語が記載されて
います。https://bigfix-wiki.hcltechsw.com/wikis/home?lang=en-us✔!/wiki/

BigFix%20Wiki/page/Difference%20in%20category%20terms%20used%20by

%20Microsoft%20and%20BigFix  (））））） ).

BigFix では、「ソースの重要度」フィールドの値は、何をベースにしていますか?
ソースの重要度は、すべての  Fixlet で共有されるフィールドです。BigFix  で
は、ソースの重要度のベースを  Windows および非  Windows のベンダーに
置いています。Microsoft  のセキュリティーに関する内容については、Patch 
Management for Windows では、Microsoft  セキュリティー・レスポンス・セ
ンター  (MSRC) の重要度評価システムに従っています。

「MIME_no-relevance-health-check」Fixlet  のフィールドは何のために使用されるの
ですか?

この  MIME のフィールドは、冗長な関連度が含まれた内容がないかを調べる
アクション・サイズの検査をスキップするために使用されます。この  Fixlet 

のフィールドは、内部でのみ使用されます。
BigFix で大容量の累積更新を分割できますか?

BigFix では、差異を記録することによる大容量の累積更新の分割はでき
ません。設計上では、Microsoft  はすでにその機能に対応しているはずで
す。Microsoft  によると、次のように説明されています。「違いがあるファ
イルだけがローカル・コンピューターのダウンロード・フォルダーにコピー
されます。ファイルは圧縮形式でダウンロードされます。そのため、ダウン
ロードのサイズが削減されます」
詳しくは、https://technet.microsoft.com/en-us/library/dn761709.aspx  (）））

）） )  を参照してください。
Microsoft の  Click-to-Run 製品の更新時にネットワーク共有ロケーションでどのポー
トが使用されますか?

ネットワーク共有ロケーションでは、TCP  接続および  UDP 接続に対して以下
のポートが使用されます。
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• TCP: 139, 445

• UDP: 137, 138

詳しくは、https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc731402.aspx  (）））

）） )  を参照してください。
更新元がクライアントのキャッシュ・フォルダーである場合、どのくらいのキャッ
シュ・サイズとサーバー・サイズを検討する必要がありますか?

直接ダウンロード・メソッドでは、BigFix  アーキテクチャーを介してバイ
ナリー全体がプッシュされます。そのため、ダウンロードとリレーのキャッ
シュ・サイズを検討する必要があります。

• サーバー:  4GB 以上
• Client: 4GB 以上

デプロイメントから  Java ランタイム環境の  Fixlet をアンインストールできません。こ
の問題の原因として考えられるものは何ですか。

このアンインストールの問題は、同じマシン上に  32 ビット・バージョンの 
JRE と  64 ビット・バージョンの  JRE があることが原因であると考えられま
す。BigFix  は、同じマシン上で複数の  JRE バージョンを使用することをサ
ポートしていません。
たとえば、JRE  8u91 32 ビット、JRE  8u91 64 ビット、および  JRE 8u121 32 

ビットを使用している場合、32  ビット・バージョンの  JRE と  64 ビット・
バージョンの  JRE が混在しているため、Fixlet  のアンインストールで  8u91 

32 ビットをアンインストールできません。
https://bigfix.me/uninstall  (））））） )で、Java  をアンインストールする
ためのサンプル  Fixlet を参照できます。Bigfix.me  は、ユーザー生成コンテン
ツを提供するコミュニティー  Web サイトです。
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す。実際の結果は、異なる可能性があります。
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用可能なソースから入手したものです。HCL  は、それらの製品のテストは行っておりませ
ん。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要求については確証
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製品資料に関するご使用条件
これらの資料は、以下のご使用条件に同意していただける場合に限りご使用いただけま
す。
適用度
HCL Web サイトの「ご利用条件」に加えて、以下のご使用条件が適用されます。
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これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていただくことを条件に、
非商業的な個人による使用目的に限り複製できます。ただし、HCL  の明示的な承諾を得ず
に、これらの資料またはその一部について、二次的著作物を作成したり、配布  (頒布、送信
を含む)  または表示  (上映を含む)  したりすることはできません。
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資料の使用が  HCL の利益を損なうと判断された場合や、上記の条件が適切に守られていな
いと判断された場合、HCL  はいつでも自らの判断により、ここで与えた許可を撤回できる
ものとさせていただきます。
お客様がこの情報をダウンロード、輸出、または再輸出する際には、米国のすべての輸出
入関連法規を含む、すべての関連法規を遵守するものとします。
HCL は、これらの資料の内容についていかなる保証もしません。これらの資料は、特定物
として現存するままの状態で提供され、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律
上の瑕疵担保責任を含むすべての明示もしくは黙示の保証責任なしで提供されます。
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